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　第十四章　志し半ば




　滑すべり出しは、順調だった。

　旅立ちは、おおいに盛り上がった。

　だが──、

　それも、後が続けばの話だ。




「いきなり、コケたな……」

　と、キサラ。

「躓つまずきは、大事にはつきものだよ」

　とシゲチヨが言う。

「何事も、そんなにうまくはいきやしないってことさ。父さん、いつも言っていたからね。『好事魔多し』ってね」

「思えば最初が、よすぎたな」

　と、海かい賊ぞくラルゴ。

「こんなことになるんじゃないかと思ってたぜ……な」

「まったくで……」

　と彼の副官セザン。

「機関の不調で、何もないこんな宙ちゆう域いきで、立ち往生とは……」

　出発して、地球時間で正味三日も経たってはいなかった。そして、海賊戦艦『ギュローメ』の機関が完全停止して、今日でもう四日目──。

「修理の目め途どは？」

　と、ラルゴが尋たずねる。

「へい」

　と、忠実な副官セザンは頷うなずいて言った。

「まったく立ちやせん」

「オーバーホール、してくれたんじゃなかったのか？」

　と、恨うらめしげに、ラルゴ。

「タイラー閣下はよ」

「してくれてました」

　と、投げやりにセザン。

「完璧でした。ですが、地球式な完璧だった訳でして……」

「どういうことだ？」

「地球の艦ふねと、ラアルゴンの艦とでは、規格が違いやす」

「だろうな」

「タイラー閣下のスタッフが施してくれたメンテは、要するに『地球式』だった訳でして……」

「思わぬ陥おとし穽あなだったという訳か……」

「へい……」

　話せば話すほど、二人の声は暗～くなってゆく。

「で、原因はわかったのか？」

「おそらく、反応炉に通じるエネルギー伝導パイプが、詰まったんでしょう。そこまでは、わかってます」

「原因は？」

「地球製の、鉱物性潤じゆん滑かつ剤ざいが、目詰まりの原因でさあ……」

　と、セザン。

「ラアルゴン式の反応炉とは、相性が悪いんでやす。純植物性の潤滑剤でないと──」

「そこまでわかっていて、何故修理できねえ!?」

　ラルゴは焦じれていた。

「要するに、危険極まりない部分なんでやす」

「心臓部の反応炉だからなあ……」

「目詰まりした伝導パイプを掃除すれば、動くとはわかっているんでやすが……」

「クリーニングする方法がねえ、と、つまりはそういう訳か」

「へい」

　うなだれるセザン。

「救助信号は、出しました。後は近くを通りかかる船が、助けてくれるのを待つだけで……」

「しまらねえ話だぜ」

　とラルゴ。

「天下の宇宙海賊ドクロク・ド・ラルゴ様が、救助待ちなんてな……」

「それだって、こんな辺境宙域では何日かかるかわかりやせん。最低でも一週間、ヘタすりゃ一月以上ってことも──」

「おい」

　口を挟はさんだのはキサラであった。

「艦長を差し置いて、話を進めないでよ！」

「そうだった……」

　思い出したように、ラルゴ。一週間前から、この『ギュローメ』がビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラーの私物と化したことを──。

「要するに、伝導パイプの煤すす払はらいさえできれば、修理は可能なんだろ？」

「ええ、まあ……」

　とセザン。

「しかし、あの部位は艦の心臓部、それも特別にデリケートな部分でして……」

「下へ手たにいじくりゃ、艦自体ドッカーンってことにも──」

　と、ラルゴ。

「無理なクリーニングは、危険過ぎるんです」

「パイプの直径は？」

「最大二メートル、狭い所で六十センチってところでやすかね」

　と、セザン。

「そう。なら細身な人間なら、通れるわね」

　と、キサラ。

「あんたは無理だけどね、ラルゴ。瘦やせた人間なら、煙突掃除は可能よね？」

「そりゃ無茶だ、お嬢じよう！」

　ラルゴが叫んだ。

　キサラは彼ら海かい賊ぞく連中の間では、『お嬢』と呼ばれている。これは慣例的に宇宙海賊が、女性の上官を呼ぶ時の定番用語である。例えばシゲチヨの母であるシア・ハスなども、若い頃は手下どもから『お嬢』と呼ばれていた。

「伝導パイプの内部は、動力を切っても摂氏数百度にも達する上に、多量の残留放射能があるんです。防護服を着ても、もって三分……。それ以下でも後遺症が残りやす」

「パイプのクリーニングには、どう少なく見積もっても、五分は──」

　と、セザン。

「そう」

　と、涼しい顔でキサラ。

「じゃあ根性で、二分間余計に生き延びれば、クリーニングできるって計算になるわね」

「どういう計算ですかッ!?」

　呆あきれるラルゴ。

「聞いたか!?」

　と、キサラは隣にいた相棒の肩を、ポンと叩たたいた。

「いい死に場所を得たな。根性見せろよ、シゲチヨ！」

「や、やっぱり……」

　顔がん面めん蒼そう白はくになりながら、シゲチヨ。

「こういう展開になるんじゃないかって、予感はしてたんだ……」

「おまえ以外に、どこに適任者がいる？」

　真顔で言うキサラ。怖い。

「おまえの死は、絶対無駄にはしない!!」

「ま、まあまあ……」

「お嬢、どうか気を確かに──」

「あたしは正気よ!!」

　激げつ昂こうするキサラ。

「それより、おまえらも、もう少しは喜べよ！」

「喜ぶ？」

「ああ。自分にお鉢はちが回ってこなくて済んで。本当はおまえらも内心、自分がやらなくて済んで、ホッとしてるんだろ!?」

「そ、そんなことは……」

「でもまあ、自分がやるよりは」

「そら本音が出たな」

　とキサラ。

「シゲチヨ。そういう訳で伝導パイプの煙突掃除は、おまえの仕事だ」

「え……」

　どうやらキサラは、あくまでも本気らしい。

「みんなのため、ひいては惑星ケルテを救うためだ。立派に死んでみせてくれ」

「とほほ……」

　泣きたくなる。

「嫌いやなのか？」

「い、嫌とは言わないけど……」

　本当は凄すごく嫌なのに、キサラには逆らえない自分が哀かなしい。

「ほう、嫌なのか……」

　キサラはシゲチヨの顔に、自分の顔を近付け、

「小学校の時に、言った台詞せりふを覚えているか、シゲチヨ……」

　と、悪魔の微笑みを浮かべた。

「僕はキサラのためなら死ねる。おまえは確かにそう言ったんだ。あたしは忘れないよ。絶対！」

「た、確かに言った……」

　シゲチヨは全身後悔の塊かたまりであった。できればタイムマシンで昔に戻って、小学生の自分に『早まるな！』と言ってやりたい。

「言ったけど、こんな死に方は嫌だ……」

　さめざめと涙を流しながら、シゲチヨ。

「ほう。男に二言があるのか、シゲチヨ」

「ないけど、それだけは……」

「それにおまえは、掃除好きだっていつも言ってるじゃないか。キサラの汚した部屋を、キサラのために掃除してあげたい。それが僕の生き甲が斐いだって──」

「そ、それとこれとは……」

「問答無用！」

「ひ～ん!!」

　溢あふれる涙。

「さあ、シゲチヨ、立派に死んでこい！」

「お待ちなさい!!」

　凜りんとした叫び声に、思わず振り返るキサラ。いや、キサラだけではない。一同が一斉に振り向いた。

「クム・ナン……」

「クム・ナン王女……」

　シゲチヨにはまさしく、彼女の顔が菩ぼ薩さつに見えた。

「あまり感心しない、話の内容でしたね」

「あなたは関知しなくていいの！」

　と、キサラ。

「あなたは悠ゆう然ぜんとしていてくれれば……。手を汚すような仕事は、全部あたしたちがやるから──」

「しかし、聞いてしまった以上は、看かん過かする訳にも参りません」

　質素な衣に坊主頭、僧そう形ぎようの王女は険しい口調で言った。

「どうしてもシゲチヨを死地に追いやると言い張るのならキサラ、いっそ私が参ります」

「クム・ナンさん！」

　うろたえ気味に、ラルゴが叫んだ。彼ほどの荒くれ海賊ですら、いまやこの博愛主義者の王女に感化され、心酔していた。それだけのカリスマが、確かにこの惑星ケルテの王女にはあったのだ。まあ、キサラと比較するから嫌でも引き立つという効果も無視はできなかったが──。

「王女様が？　自らパイプの掃除を!?　とんでもねえ！」

「いや。シゲチヨを見殺しにするくらいなら、私はいっそその方が心穏やかでいられますよ」

　何のためらいもなくそう言えるのだから、偉い。

「それにケルテ人は、地球人やラアルゴン人よりも放射能の影響を受けにくい体質なのです。十分くらいなら、もつでしょう」

「とんでもない！」

　と、叫んだのはシゲチヨであった。

「惑星ケルテの未来を担になう王女殿下に放射能の後遺症など、冗談じゃない！　それなら、僕が、僕が行きます！」

「シゲチヨ……」

　クム・ナンの瞳が、シゲチヨを見た。

「あなた──」

「僕、クム・ナン王女のためなら喜んで死ねます!!」

「くぉらぁ～!!　シゲチヨ！」

　キサラはやおら、シゲチヨの後頭部を背後から思い切り足あし蹴げにした。

「あたし以外のために死ぬなぁ～!!　この節せつ操そうなし男！」

「ぐぐぐ……。クム・ナンは例外だよ」

「そんなこと言って、実は銀河中の女に『君のためなら死ねる』なんて言って歩いてんじゃないのか!?」

「そ、そんな怖いこと……。キサラに隠れてできるわけない！」

「ふん。この小心者！」

「と、ともかく、僕が死ねるのはキサラとクム・ナンのためだけだよ。誓ちかって言うよ」

「そうかそうか。死ねるか。クム・ナンのためなら喜んで、あたしのためなら、いやいやなッ!!」
















　そう言って、脳天を踵かかとでグリグリする。

「ああ、僕って一体……」

　さめざめとマゾヒスティックな悦よろこびに浸ひたる、シゲチヨ・ヤマモトであった。

「ともかく、シゲチヨ。おまえの功績は大きいぞ。さあ、死ね！　死ね！　死ね死ね死ね死ね死んじまえ!!」

「生きたい……」

　涙ながらの訴うつたえが、天に通じたものであろう。

　不意にゴゴゴという振動が、『ギュローメ』に伝わってきた。

「救助です！」

　と、ブリッジオペレーターの海かい賊ぞくが、歓喜に満ちた声で叫ぶ。

「大型船が、接せつ舷げんしました!?」

　動力が死んでいたので、レーダーも満足に使えなかった。だから接舷されるまでわからなかったのだ。

「まさか海賊ってことは、あるめえな……」

　安あん堵どの表情の中にも一いち抹まつの不安を浮かべ、ラルゴ。

「海賊が海賊に襲われたなんて、洒落しやれになんねえぜ……」

「大丈夫でやす」

　舷げん窓そうから外を見ながら、セザンが叫ぶ。

「この『ギュローメ』の倍はあろうかという大型船でやすが、惑星連合宇宙軍の旗を翻ひるがえしています！」

「惑星連合宇宙軍だと!?」

「へい。それも、軍艦らしいでやす。見たこともねえタイプだ」

「見せて！」

　シゲチヨが舷窓に飛び付いた。どうやら死なずに済んだので、動きが軽快だ。

「あ、あの艦ふねは──」

　確かに大きい。それは艦の内部に戦艦クラスの艦がそっくり収まるだけのドックを持っていれば当然であった。一応軍艦だが、武装は自衛用に最小限の火器と僅わずかな艦載機しか備えていない。しかし各種の作業艇の類いは大量に搭とう載さいしている。軍艦の修理を専門とする、工作艦なのである。

　その舷側には、古代の地球文字で、右から左に書かれている。

『だんのうら』

「工作艦『壇ノ浦』だ！」

　叫ぶシゲチヨ。

「知っているのか？」

　とラルゴ。

「最新鋭の、工作艦だよ」

　とシゲチヨ。

「闘わない軍艦としたら、おそらく史上最高の艦ふねだよ！」

　興奮していた。

「これは、運がいいぞ。いや、もしかしたら……」

　やっぱりあの人の差し金かなと、シゲチヨは思ったのである。

『話が出来すぎだものな……』

　そう思った。

「この艦を、修な理おしてくれそうかい？」

　とセザン。

「そりゃあ、もう！」

　とシゲチヨ。

「噂が本当ならあの艦には、宇宙最高の造船技術者が乗っているんです。もしそうなら、彼ならものの三十分で、完璧にやってくれますよ！」

「その技術者とも、もしかしておめえは知り合いなのか？」

　目を見張って尋ねるラルゴに、

「ええ、まあ……」

　と、シゲチヨは言葉を濁にごした。

「ようく、知っています……」




「宇宙一の造船学の泰たい斗と自らに、修理してもらえたとは光栄だぜ」

　満面に笑みを浮かべ、手を差し延のべる海賊ラルゴ。

「済まねえな、ヒラガー技術中将……」

　だがその握手を憮ぶ然ぜんとした表情で受け、ニコリともせずにヒラガー御おん大たいは言った。

「申し訳なかったな。若い整備員が手を抜いたオーバーホールをやったもので、迷惑をかけてしまった。まともなスタッフなら、何もわざわざ僕がこんなところまで足を運んで、手を煩わずらわすこともなかったのに──」

　相変わらずの夏なつ蜜み柑かん面づら、黒縁眼鏡の奥で不敵に微笑みながらトオル・ジョーニアス・ヒラガー博士は言った。ジャスティ・ウエキ・タイラーがソフト面における銀河の救世主なら、彼は間違いなくハード面における救世主である。そのあまりな外見と傍ぼう若じやく無ぶ人じんな性格故に、タイラーほど評価されていないだけの話だ。

「取り敢あえず、新しいエンジンパックにそっくり換装しておいた」

　こともなげに言う。これだけの『大手術』を、ヒラガーと『壇ノ浦』とは、本当にものの三十分ほどでやってしまったのである。

「出力は、これまでの六割増しといったところか……。もちろん惑星ケルテまでは楽に行けるし、ワープ距離も伸びたから時間のロスも取り戻せる。このヒラガーが、保証する！」

　あくまでも尊大な態度で、ヒラガーは豪語した。この性格さえなければ、もう少し人々の尊敬を集められただろうに。だが当の本人が、それを苦にする様子は微み塵じんもなかった。むしろごく一部の知人を除き、対人関係が煩わずらわしくてならないのである。彼はただ、自らの研究に没頭していたかった。名誉はあくまで、それに付ふ随ずいする程度のものでしかない。

　天あつ晴ぱれ！　ヒラガー、であった。

「なんだ、こいつはよ……」

　さすがに気分を害した、ラルゴである。

「この人は、いつでも、誰だれに対してもこうなんです」

　シゲチヨが、小声でそっと囁ささやく。

「あなただけに格別愛あい想そが悪い訳じゃないんです、ラルゴ親分」

「シゲチヨ……」

　そんなシゲチヨに心から同情する表情で、ラルゴはそっと肩を叩いた。

「おまえもうちょっと、友だち選んだ方がいいんじゃねえのか？　キサラといいヒラガーといい……。他にいねえんなら、この俺おれが友だちになってやろうか？」

「大丈夫です」

　と、苦笑するシゲチヨ。

「まともなのも、何人かいますから……」

「聞こえたぞ！」

　超合金製の張はり扇せんで、シゲチヨの頭をスパーンと張り飛ばすキサラ。

「まともでなくて、悪かったな。次こそあたしのために、死んでみせろよ!!」

「く～っ!!」

　ラルゴの胸で哭なくシゲチヨ。

「お礼の言葉もない、ヒラガー技術中将閣下……」

　そんなヒラガーにさえ、クム・ナンは丁寧に頭を下げた。

「あなたは銀河の救世主だ。心からそう言わせていただきたい……」

「そ、それほどの者では……」

　勝手が狂う、ヒラガー。銀河中央政府のお偉方を『おい』と呼び捨てにする彼でさえ、クム・ナンに対しては邪じや険けんにしてはいけないという気持ちが働くらしい。

「ま、僕としたら出来る限りのことをやっただけです……」

　うろたえながら、目でシゲチヨを捜した。

「おい、シゲチヨ」

「何でしょう？　閣下……」

　ヒラガーとの付き合い方も、さすがに心得ているシゲチヨである。ヒラガーがまともに口をきく、数少ない人間の一人であった。

　ヒラガーと付き合うには、まずおだてる。これに限る。

「大した御ご仁じんだな」

「クム・ナン王女ですか？　そうでしょう」

　得意げに頷うなずく。

「エィミィよりいい女を、初めて見た。早まったかも知れん」

「でも半年たつと、王子になってしまいますよ」

「もう半年、気長に待つさ。それだけの価値はある」

　ヒラガーにも、人を見る目はあるのだ。

「頑張れよ」

「閣下も……」

「そんなことより、シゲチヨ。この件が解決したら幼年学校に戻るんだろ？」

「そのつもりですが──」

『きたな』と、シゲチヨは思った。

「前々から言っているように、卒業したら士官学校じゃなく、技官学校の方に進学せんか？　おたくならきっと、僕には及ばないまでもいい造船技官になれる。このヒラガーが保証する。設計のイロハを、この僕が一から仕込んでやるぞ」

「考えておきます……」

　冷汗をかきながら、シゲチヨ。

「本当に、考えておいてくれよ！」

　手を取って、ヒラガーは言った。真剣なのである。

「おたくには本当に、自分でも気付いてはいない才能があるのだ！　いつまでもキサラの下で燻くすぶっているなんて生き方じゃなく、このヒラガーの後継者としてだな……」

「は、はあ……」

　熱望されながらも、シゲチヨの答は最初から決まっていた。キサラの下で一生燻るのと、ヒラガーの下で燻るのと、どちらが人間として幸せな生き方かは考えるまでもないことだ。まあ、人によっては異論もあろうが──。

「でも閣下には、お子さんだっていらっしゃるでしょ？」

「いるが、二人とも親父の跡を継いでくれそうにもない」

　複雑な表情で、ヒラガーは言った。ヒラガーの苦悩する表情というのも、実は珍しい。

「上のマサオは、飛行機設計者になりたいとかぬかしているし……」

　今年十三歳になるマサオ・ヒラガーは父親にそっくりの容よう貌ぼうだというが、軍艦おたくではなく、宇宙一のヒコーキおたくになってしまった。

「下のマミは、母親似でな……」

「お、お母さんに似て、本当によかったですね……。それじゃやっぱり、お母さんと同じ、パイロットに？」

「いや……」

　と、悩めるヒラガーは首を振った。

「操縦は操縦でも、艦ふねの操縦をやりたいと言っている」

「うまくいかないものですね」

「まったくだ……」

　ため息をつくヒラガー。それぞれ違う形で、両親の血を少しずつ受け継いでいるらしい。

「そういう訳だ。考えておいてくれよ、シゲチヨ」

「は、はあ……。前向きに善ぜん処しよしたいと思っています」

　この場合、二十世紀末の日本の政治家や官僚が言うのと、同じ意味であった。

「それからな」

「はい……」

「これは──」

　瞳を輝かせ、彼本来の表情に戻ったヒラガーが不気味な笑顔を浮かべた。

「おたくに渡しておく」

「は──？」

　ヒラガーは不意にシゲチヨににじり寄るなり、何かを手渡した。押し付けるように握らされたのは、冷たい鉄の感触であった。

「これは……!?」

　掌を開いてみる。

「鍵だ」

「見ればわかりますよ……」

　当惑する、シゲチヨ。今時カードキーでもない文字通りの鍵というのも、珍しい。

「エンジンを換装するついでに、『ギュローメ』に隠し武器を搭とう載さいしておいた」

「またあ……」

　とシゲチヨ。

「本当は隠し武器を搭載するついでに、エンジンを換装したんでしょ、閣下」

「わかっているなら言うな」

　薄気味悪く微笑むヒラガー。この男の面めん目もく躍やく如じよたる笑顔であった。

「こいつは、その鍵だ。ブリッジの鍵穴に差し込むと、作動するようになっている」

「武器？　どんな武器なんです!?」

「それはな──」

　と、ヒラガー。

「使ってみての、お楽しみだ」

「こ、怖いな……」

　本気で怖い。何が飛び出すかわからない。

「このキーを、キサラではなくおまえに託たくしておく……」

　と、ヒラガーは意味深に微笑むのであった。

「いざという時、使うんだぜ。それまで誰にも、内緒にしておくんだ。それから、この鍵だけでは装置は作動しない。パスワードは──」

　そう言って、ヒラガーはシゲチヨの耳元に囁ささやいた。できれば、やめて欲しかった。

「……だ。わかったな!?」

「は、はい……。でもちょっと恥ずいですね」

「それを人前で口にする恥ずかしさが、濫らん用ようを避けるために一種の抑止力にもなっているんだ。滅多に使おうとも思わんだろう」

「なるほど……。確かにこれは──」

　これを深謀遠慮と言うのかどうかは別にして、妙に感心してしまう。

「忘れるなよ」

「い、一度聞いたら、忘れようがありませんって……」

　滝のように冷汗を流しながらシゲチヨは、謎の隠し武器の威力に想いを馳せる余裕とてなく、ただどうやったらキサラにバレずにこの鍵を隠しておけるかなと、そればかりを考えていた。

『やたらなところに隠しておいても、すぐにバレちゃうだろうしなあ……。何しろキサラは、恐ろしく勘がいいし、おまけに僕は隠しごとが天才的に下手ときた……。バレたら、ただじゃ済まないだろう……。ああ、困った！』

　彼にとっては、銀河を震しん撼かんさせる最終兵器よりも、キサラの怒りの方が、何十倍も恐ろしかったのである。










　第十五章　ケルテの嵐




　惑星ケルテは、二重太陽である恒星ベドムと、その伴星ベドムβベータとの周囲を複雑な軌道を描きつつ回る、唯一の地球型惑星であった。ベドム系にはケルテの他には、惑星らしい惑星は存在しない。僅わずかに岩塊に毛の生えた程度の、小惑星が点在するばかりだ。ケルテには衛星もない。寂さびしい星系であった。

　二重の太陽は、互いに蝕しよくを繰り返しながら多量の放射線をケルテの地上に注そそぐ。伴星ベドムβの放射線が特に強く、主星ベドムはそうでもない。従したがってケルテに注ぐ放射線は強くなったり、弱くなったりをこれまた複雑な周期で繰り返す。両性具有であるケルテ人の体が、銀河標準時間でほぼ半年周期に、男になったり女になったりと外見的性徴を変えるのは、この二重太陽からの放射線と密接な関係があると言われていた。

　一般的なケルテ人の性格も、その二重太陽の影響を色濃く受ける。

　彼らの性格はとても不安定で、激変し易いのだ。さっきまで温厚で穏おだやかであったものが、次の瞬間には激げき怒どしていたり、かと思うと激しい自己嫌悪に落ち込んでいたりと、予測がつかない。

　このケルテ人の極端な性格は、二重太陽の影響による躁そう鬱うつ気質と呼ばれている。それを裏付ける実例もある。何かの事情で──ケルテ人は滅多なことでは故郷を離れたがらない。母星に対する帰属意識が、異常なまでに強いのだ──故郷を離れたケルテ人には、前述した躁鬱症状がほとんど見られないからだ。二重太陽の呪じゆ縛ばくを離れた彼らは、よく言えば非常に温厚、悪く言えば無気力になってしまう。

　そして、クーデターの首謀者であるクム・ビク王女（現在）は、ケルテ人の典型のような激しい気性の持ち主であった。




「レイ・ドク！　レイ・ドクはおらぬか!?」

　首都のバーハムを離れること数千キロ。秘密の山荘の一室で、クム・ビク王女は側近の名を呼んだ。

「レイ・ドク、出て参れ!!」

「ここに──」

　重臣レイ・ドクは、クム・ビクの第一の側近である。この手の派は閥ばつのナンバー・ツーにありがちな、まず外部からの情報を自分の元に一手に集め、その中から都合のいいものだけを、さらに歪ゆがめてナンバー・ワンに伝えるというタイプである。つまり、ナンバー・ワンを手玉にとり組織を牛ぎゆう耳じっているのはレイ・ドクなのであった。

　それでいて、自らは決して矢や面おもてには立たない。

　レイ・ドクは現在、『女』の時期にある。もっとも彼女ほどの歳になれば、男も女もそう変わりはない。それほどの高齢であったのだ。ただしケルテ人の平均寿命は地球人やラアルゴン人に比べてかなり短い。宇宙暦７０１０年の統計で、地球人が男九十八歳、女百二歳、ラアルゴン人が男八十五歳、女八十七歳であるのに対し、ケルテ人のそれは四十九歳でしかない。人生半世紀である。ただ、固体差によるバラつきは、地球人よりも大きい。文化的な立ち遅れによる高い乳幼児死亡率が、平均寿命を下げているという事情もある。

　レイ・ドクは七十八歳であった。ケルテ人としては例外的な高齢である。宮廷に巣す喰くう、古ふる狸だぬきだ。

「クム・ナンめが、動き出したそうだな」

　と、クム・ビク王女は薄笑いを浮かべつつ言った。先王パッ・クムの長子である彼女は、パッ・クム王が『男』である時期に女官との間にもうけ、『男児』として出生したこともあってか、先王の男性的な性格を色濃く受け継いでいた。それに対し、次子であるクム・ナンは、パッ・クム女王が『女』である時期に自ら産んだ子であり、『女児』として生を受けた。したがって、『兄』であるクム・ビクよりは、だいぶ柔和な性格であると言われている。国民たちの間では、『妹』クム・ナンを次期国王にと、切望する声が多かった。当然クム・ビクとしては、面白かろうはずがない。それやこれやが重なって、今回のクーデターとなった。ケルテ始まって以来の『暴君』クム・ビクとしては、極めて正当な理由があったのである。

「御ぎよ意い!!」

　畏かしこまって、レイ・ドクは言った。

「王位簒さん奪だつ派はにそそのかされ、惑星ルクサーの僧院を、出しゆつ奔ぽんしたそうにございます……」

　自分たちのことは棚に上げ、言う。簒奪派はどちらだと、叫びたい者も多かろう。

「ふん」

　と、クム・ビクは鼻で笑った。さすがに兄弟だけあって顔付きはクム・ナンに瓜うり二ふたつなのだが、まるで別人という印象を与える。豪華な玉座に坐すわり、動く度にジャラジャラと鳴るほどのアクセサリーを身に付けていた。

「おとなしくしておれば、天寿だけは全うできたものを──。自ら命を縮める振る舞いに出てきたか。愚か者め！」

「まったくでございますな」
















　俯うつむいたまま、北ほく叟そ笑えむレイ・ドク。

「だが、クム・ビク陛下の玉座は揺らぎも致しませぬ」

「当然じゃ!!」

　不ふ興きようそうにクム・ビクは叫んで右手を動かした。右腕だけで五十個に近い腕輪が、一斉にジャラッと鳴った。

「正義は余よの側にある」

「誠に──」

　とレイ・ドク。

「ケルテ百億の民も、口を揃そろえてそう申しましょう」

　これは、お追つい従しようもいいところである。

　ケルテ人の大半は、クム・ナン王（あるいは女王）の即位を心から望んでおり、さらにはケルテの総人口も、最盛期で六十億に満たなかった。なおかつクム・ビクとその一党は、ただでさえ少ない人口の一割以上を、自らの手によって『粛しゆく正せい』してしまっていた。

　それもクム・ビク派の言い方であり、『粛正』された側にしてみれば『惨ざん殺さつ』であり、中立的な立場に立てば『大量処分』と言うこともできた。

　クム・ビク派のやり口は、それほどまでに凄せい惨さんを極めたのだ。ひとつの町ごと消滅した例も、少なくはない。

　この時点で既すでに、クム・ビクは歴史に消えぬ、名を遺のこした。

　ただし、クム・ビクの名の下もとに実際にその大量虐ぎやく殺さつを行わせたのはレイ・ドクであり、彼女（彼）の名は、決して歴史の表舞台に現れることはない。正義に敏感な人であれば、何か理不尽なものを感じるであろう。

　だが、クム・ビクが未来永えい劫ごう憎まれ続けるであろうことは既に決まった、動かしようのない事実であった。彼女に罪がないわけでは、けっしてないのであるから──。

「悪いがクムあ・ナンれには、消えてもらおう……」

　と、彼女は言った。

「その方が、後腐れがなくてよい。それも、このケルテに帰り着く前に──」

「よい考えです、陛下」

　と、短たん軀くをさらに屈かがめ、レイ・ドク。

「王女の宇宙船ごと、始末してしまいましょう。すべてそれで、片付くはず。クム・ナン王女の分不相応な野望も、国民を巻き込む争いの火種も──」

「手配しろ」

「既に──」

「何ッ!?　もうか？」

「ぬかりはございませぬて……」

　猿顔でニヤリと嗤わらう、老婆。

「さすがは我が腹心……」

　と、クム・ビクは舌を巻いた。同時に『彼女』が味方でよかったとも、心中密ひそかに思った。

「バウンティー・ハンターどもを、雇って、競合させます」

「賞金稼ぎか……」

「こういう仕事には、やはりプロを──」

「互いに競合させるとは、考えたものよな」

「それが結局、いちばん確実でしかも安上がりですからな」

「四方八方から狙ねらわれるクム・ナンの奴も、気の毒よな。で、どのような者供を雇うたのじゃ」

　クム・ビクは彼らをその目で見たいと思った。元来血を嗜たしなむ性格の彼女には、そうした性癖がある。

「逢おうてみたいぞ」

「そう仰おおせられると思うておりました」

　ここぞと、レイ・ドク。彼女がクム・ビクから絶大な信頼を勝ち得たのには、彼女のそうした性格を知り抜いていたところが大きい。

「控えの間に、待たせておりまする」

「なにっ!?」

　クム・ビクの表情が、思わず緩ゆるんだ。

「誠か!?」

「御意」

「さすがはレイ・ドク!!」

　狭量なクム・ビクにしては絶賛に近い。

「通せ！」

　三人のバウンティー・ハンターが、玉座の間で『女王陛下』の謁えつ見けんを賜たまわるという栄誉に浴した。互いが互いをライバル視している。気を許していないのは、傍はた目めにもわかった。

「女王陛下には、御ご機き嫌げん麗うるわしゅう……」

　まず向かって左端にいた若い男が、恭うやうやしく辞儀をしながら傅かしずいた。

「アダ・ラ・ラウロと申します」

　ラアルゴン人だが、それにしては瘦そう身しんで小柄であった。ただその胸までを覆う髭ひげは、さすがに立派だ。

「ほう……」

　興味深げに、クム・ビクは目を細めた。

「貴様、貴族か？」

「お察しの通り、ラアルゴン貴族の末まつ裔えいでございます」

「それが何なに故ゆえ、賞金稼ぎに？」

「趣味です」

　と、畏まってラウロは答えた。

「人殺しが、趣味なのでございます……」

「ほう、面白い」

「狩猟貴族のプライドにかけて、必ずやクム・ナン王女の命を──」

「うむ。期待しているぞ、ラウロとやら」

「けっ、貴族の道楽かいな。いけすかんタコや!!」

　その隣にいた中年の地球人が、嫌悪感も露あらわに吐き棄すてた。

「そないなんと一緒にされたら、たまらんわ！」

「お前の目的は、何だ!?　地球人」

　興味を持って、クム・ビクが尋たずねる。

「ワイは銭ぜにや！」

　と、地球人は叫んだ。

「あ、いや……銭だす。女王はん……」

　意外に卑屈だ。だがそこがまた、いかにもプロである。

「嫁はんと餓が鬼きを食わすためや。まだその上に、婆ばばあまで腹空かしてワイの帰りを待ちよる！」

「それ以上の報酬は、出ると思うがな……」

「期待しとりまっせ!!」

　そう言って彼は、揉もみ手をした。

「ワイの名は、タイガー・カケフや！　銭のためやったら、どないな相手かて、何人かて、殺やったりまっせ!!」

「その言葉に偽りがないことを、証明してみせてくれ」

　それからクム・ビクは、最後の殺し屋を見た。

　ケルテ人であった。さほど若くはないが、なかなかの美び貌ぼうである。今は女の時期を迎えていた。

「名は？」

「ドナ・レム」

　と、『彼女』は低い声で言った。

「おまえの売り物は、なんだ？」

「それは、『不言実行』でございます、陛下」

　と、ドナ・レム。寡か黙もくだが、その表情にはなるほど、確たる自信が満ち溢あふれていた。

「私は他のバウンティー・ハンターとは違って、大たい言げん壮そう語ごは申しません。ただ、実行あるのみです」

「ほう……」

　ラウロが面白そうに、彼女を見た。

「これは、強敵かもな」

「けっ、大したこと、あらへん！」

　と、タイガー・カケフ。

「せいぜい失敗したときの、言い訳になるくらいやろ」

　三者三様、面白い。

「頼もしいぞ、三人とも」

　と、鷹おう揚ように頷うなずくクム・ビク。

「見事クム・ナンめの首を、ここに持って参れ！　報酬は思いのままじゃ!!」

「しかと──」

「聞いたで！」

「…………」

　三者三様の、反応であった。

「では行け!!　余はあまり気が長い方ではないのだ」

　女王の声に、刺し客かくたちは頷いてそれぞれ別方向に散った。

「クム・ナンめの命も、長うはないな……」

　殺し屋の去った玉座の間で、クム・ビクは呟つぶやく。

「余にとっては、今や数少ない肉親の一人だが──」

　それだけに、憎さもいや増す。

　何かと比較されることも、多かった。

「血の抗争も、じきに終わる……」

　と、彼女は呟いた。

「何と言われようとも、余はこのケルテに、千年の平和の礎いしずえを、築いてみせる!!　そのためには暴君との悪評も、どれほどのものがあろう。十年の混乱など、それに続く百年の太平でお釣つりが来るわ。千年の後に、評価されればそれでよい。どのような誹ひ謗ぼうでも、余は甘んじて受ける！」

「それでこそ、真まことの王者の道ですぞ、陛下!!」

　レイ・ドクが言った。

「このレイ・ドクめは、信じておりまする……」

「そうだ。その千年の平和のためには──」

　と、クム・ビクは唇を嚙かみ、言った。

「おまえは邪魔なのだ、クム・ナン！」




「へええ……」

　感心したように、頷うなずくキサラ。

「先の王様であるパッ・クムは、クム・ナンにとっては母親で、クム・ビク王女にとっては父親なんだ……」

　純粋に、面白いと思った。

「複雑だね」

「でもさ」

　と、シゲチヨが素朴な疑問を口にした。

「だいたい半年周期で、男から女に変わるんでしょ？」

「はい」

　と、クム・ナン。

「だったら妊娠中に、男になっちゃうんじゃないの？」

「ケルテ人は女として妊娠した時点で、女性である期間が延長されるのです。生理の妙ですよ。妊娠ホルモンが分泌されて、出産後だいたい半年までは、女性のままです。授乳の必要がありますからね」

「そうなんだ……」

「妊娠期間そのものは、地球人やラアルゴン人と同じ、銀河標準時で二百七十日間です」

「じゃあクム・ナンは──」

　と、キサラ。

「王様の、おっぱいの味を知ってるんだ」

「そういうことに、なりますか……」

「すると、クム・ナンの父親は？」

「身分の低い、宮廷仕えの人ですよ」

　と、クム・ナン。

「クム・ビクにとっては、母親にあたる人です」

「つまり、父母関係が逆なだけで、両親そのものは同じなのね」

　頷く。

「複雑だ……」

　とシゲチヨ。

「なんて呼んだら、いいんだ？」

「ごく単純に、パッ・クム王が男の時は『父上』、女性の時は『母上』と、呼んでいましたけどね……。クム・ビク王女のことも同じように『兄上』『姉上』と──」

「お母さんのことは？」

「男の時は『父さん』、女の時は『母さん』と──」

　身分の差であろう。

「私はどちらかと言えば、『母上』よりも、『父さん』の方が好きでした……。早くに亡くなりましたが……」

「そう……」

「ケルテでは父親の系統を、より重んじる傾向がありますから、単に出生順位だけではなく、両親の関係からも、王位継承者としては私よりも姉上の方が、かなり上なのです」

「でも、暴君だけどね」

　と、キサラ。

「初めから暴君だった訳では、ありません」

「そうでしょうけど……」

「子供の頃は、優しい兄であり、姉であったのです。ただ、先王が、私ばかり可か愛わいがったのです」

「どうして？」

「同じ兄弟なのに？」

「言ってしまえば簡単な理屈ですよ」

　と、微笑みながらクム・ナンは言った。

「一夜でこしらえただけの姉上とは違って、私は先王が、自分でお腹を痛めて産んだ子供だからです」

「なるほど──」

「それだけ母性本能が、強いって訳ね」

　母親としての愛情は、父親のそれよりも強いのだ。

「しかし、思えばそれこそが諸悪の根源でした。ケルテの民は、この母性本能の犠牲になって殺されたようなものですよ……。このことが、王位継承問題を複雑にしたのですから──」

「確かにね」

　と、キサラ。

「実に罪深い、依え怙こ贔屓ひいきだわ」

「結局、私が出家してルクサーに行く形で身を引くことで、一いつ旦たんは解決したはずだったのですが……」

「そう簡単には、いかないって」

　キサラはなかなかにしたたかな、現実主義者である。

「クム・ビクにしてみれば、あなたが生きている限りは枕を高くして眠れないのよ」

「哀しいですね……」

　と、クム・ナン。

「私には野心など、これっぽっちもなかったんですから──」

「でも結果として、あなたは立ち上がった……」

「それは姉上が、罪もない民衆に手を出したからです。それさえなければ……」

「いずれにせよ、膿うみは出してしまった方が、いいのよ！」

　キサラらしい結論であった。

「少しでも残っている限り、争いの種になるからね」

「そういうものなのでしょうか？」

「父さんがいても、やっぱりそう言ったと思う……」

　と、キサラ。

「あんなプータローだけど、けっこう正しいことを言うんだ、あの親父……」

「その通りだぜ」

　と、ラルゴ。

「タイラー大統領の言うことは、常に正しい。正論だぜ！」

「そうでしょうか？」

　と、あくまでも懐かい疑ぎ的てきなクム・ナン。常に悩むのが彼女のいいところであり、悩まないのがキサラのいいところだ。

　互いの性格を、見事に補完していた。

「なんにせよ、クム・ナン王女、あなたの味方にキサラと、このラルゴ様が付いたことは千せん載ざい一いち遇ぐうの幸運でしたな」

「私も、そう思いたいのだが──」

　いまひとつ、割り切れないのだろう。

「まあ、気持ちを楽にゆったりと、構えておいてくだせえやし」

「済まない……。あなた方の協力には、心から感謝しています」

「一度は死んだ命、殿下のためならばと、むしろ感謝しているくらいでね」

「そこまで想われて……。私はケルテの救世主になれるのでしょうか？」

「なれますとも！」

　と、ラルゴ。

「それどころか、銀河の救世主にだってね!!」

「買い被なぶりを……」

「そんなこと、ないって！」

　と、キサラ。

「あたしはあなたのためならば、喜んでシゲチヨの命を差し出すわよ！」

「な、なんで僕が……」

「あなたの命は、あたしの私有物だから!!」

「あんまりだ～」

「よしよし……」

　とラルゴ。

「強く生きるんだぜ」

　頭を撫なでる。今では四人の人間関係が──シゲチヨにとっては多少（？）不本意な形ながら──ガッチリと出来上がっていた。

「ま、それはよしとしてだ……」

「よくないッ！」

「ケルテに着くのはあと三日。どこからどうやって、『上陸』しようか？」

「それだよ！」

　と、ラルゴ。

「そいつが肝心だ」

「何事も最初が、難しい……」

　とは、シゲチヨ。

「僕の考えでは、名乗りを上げて敵前上陸するか、それとも密かに潜入するかで、その後の展開も、大きく──」

　だがキサラは、そんなシゲチヨをあっさり無視して、クム・ナンの耳元に、そっと囁ささやいている。

「──というのは、どう？」

「いいでしょう」

　微笑むクム・ナン。

「聞いちゃいねえ……」

　涙ぐむシゲチヨ。

「それでいきましょう、キサラ。私に異い存ぞんはありません」

「よし、決まり！」

　何が決まったのやら。

『ヒラガー中将から貰もらった最終兵器、作動させたろか!?』

　シゲチヨは爆発しそうになる気持ちを、ぐっと抑おさえた。

『い、今にみてろ。ぼ、僕の手には銀河を滅ぼすほどの兵器が、握られてるんだぞ。そ、そうやって僕を馬鹿にしていろ！　フッフッフ……』

　アブナい。

「じゃ、我々の成功を祈願して、乾杯といきますか……」

「こらこら」

　ラルゴが慌あわてて、キサラを制した。

「おめえは未成年だろ、キサラ」

「なによ、お酒くらい」

　と、キサラ。

「ンなもん十二の時から、嗜たしなんでるわよ!!　それにこの『ギュローメ』の船倉に、惑星ロゴンガ産の最上級のヴィンテージワイン、あるの知ってるんだから……」

「末恐ろしい、酒しゆ豪ごうだぜ」

　と、ラルゴ。

「あれは祝勝会のための、取って置き用なんだぜ」

「な～んだ」

　と、キサラ。

「仕方がないわね」

「そうそう。その時ばかりは、飲んでも文句は言わねえからな」

「じゃ、今日のところはキャビンにあるカミュのＶＳＯＰで、我慢しとくかぁ……」

　どうやらキサラ、『ギュローメ』中の酒という酒の在あり処かを、一週間で残らず把は握あくしてしまったらしい。

「酒保には確か、キャビア缶もあったよな」

「いい吞のんべになるぞ、てめえ！」

「もうなってるって……」

　士官学校の女子寮を甘くみてはいけない。

「とにかく、乾杯！」

　その瞬間に『ギュローメ』の艦体が、大揺れに揺れた。

「ま、また──」

　狼ろう狽ばいするラルゴ。

「機関の故障か!?」

「敵襲です!!」

　副官のセザンが叫んだ。

「近距離から、急襲されやしたッ!!」

「レーダー、何してやがったッ!?」

　わめくラルゴ。

「そ、それが……」

　うろたえる、ブリッジオペレーター。

「レーダーには、何も……」

「ステルス艦か!!」

　叫ぶラルゴ。

「小こ癪しやくな真似を──！」

　第二撃が、来た。

「やはり何も、捉とえられませんでした！」

　三次元レーダーと格闘しながら、オペレーター。

「何が何だか……」

「コロナ弾を、撒まけ！」

　と、さすがにラルゴも経験豊富な海かい賊ぞく、即座に命じる。

「レーダーが駄目なら、直接肉眼で摑つかまえてやる!!」

「アイアイ・サー！」

『ギュローメ』の艦腹から、コロナ弾が撒かれた。一斉に発光し、辺りを照らす。ブリッジの観測員たちは双眼鏡を摑み、目を皿のようにして見た。

「いたっ!!」

　と、数人が同時に叫んだ。

　だが、一瞬後には──、

「な、なんだ!?　あの宇宙艇は……」

　と、動揺した声が。

「速い！　それ以上に、あの姿は──」

　目を擦こすり、再び双眼鏡を覗のぞく。

「どうした？」

　と、ラルゴ。

「呆あきれとらんで、しっかり報告せい！」

「か──」

　観測員が、叫ぶ。

「カニです!!」

「カニィ？」

　ラルゴも目を、丸くした。

「カニって、あのカニか？」

「蟹です!!　巨大なカニ！」

　その時第三の衝撃が、『ギュローメ』を揺るがした。近距離から光子魚雷の直撃を喰くらったのだ。全員が、大きくよろけ、クム・ナンは床に投げ出された。

「あっ──!!」

「クム・ナン！」

　慌あわてて助け起こす、シゲチヨ。

　その瞬間に、爆発の閃せん光こうが敵の姿を照らした。今度はキサラにも見えた。

「確かに……カニだ」

　そのまんまであった。巨大なカニの形をした、高速宇宙艇だ。

「な、なんて趣味をしてやがる……」

　呆あきれつつもおののく、ラルゴ。

「また来ます！」

「速はや──」

　衝撃！

「──い!!」

　そのコミカルな姿とは裏腹に、性能は一流であるらしい。

「各部の被害報しらせぃ！」

　マイクを引っ摑んで、ラルゴが叫ぶ。

『機関には異常ありません！』

『主兵装にも、被害なし！』

『損傷軽微!!』

　さすがに戦艦改造の海賊船である。小型艇の攻撃で、すぐに沈むという訳ではない。だが、思わぬ場所に被害が出た。

『船倉に直撃！』

　これは痛い。

『積んであった酒罎びんが、あらかた割れちめえやした！』

「なにッ!?」

　これには狼ろう狽ばいするラルゴ。

「ヴィンテージもか!?」

『全滅です……』

「ワイン……祝勝会用の、取って置きのワイン……」

　キサラが呆ほう然ぜんと、呟く。

「楽しみにしていた、ワイン……」

「また来る！」

　オペレーターの、絶叫。

「回避不能!!」

「ワイン……、ワインの怨み……」

　くわっと、キサラの目が見開かれた。

「許さないよっ!!」

　キサラ、激げき怒ど！

「光子魚雷が──!!」

　直撃に、『ギュローメ』の装甲が悲鳴を上げた。ブリッジの照明が、一瞬落ちる。

「ぶっ殺してやる──っ!!」

　キサラの怒声は一瞬、ブリッジのすぐ脇を通過したカニ型高速艇のコックピットにも確かに聞こえた。




「な、なんや、今の殺気は!?」

　目を白黒させる、ナニワ星域のバウンティー・ハンター、タイガー・カケフ。

「ごっつい鬼き迫はくやった……」

　今までに感じたことがない。

「まあええ。クム・ナンの首は、ワイがいただきや。あんな図ずう体たいばかりデカい艦ふねでは、この『ミレニアムかに道楽』号のスピードの前には、手も足も出えへんやろ」

　信じられないくらい小さな半径で、ひらりと旋回する。誇張でなく、通常空間では銀河一の旋回性能を誇る高速宇宙艇である。

「長引かせたら、損や。次の一発で、とどめを刺したるわい」

　そう言って、彼はスイッチをセットした。

　今度の攻撃は、光子魚雷ではない。一撃必殺の、武器だ。

「通天閣ミサイル、セットォ!!」

　腹に抱え込んだ巨大なミサイルの照準を、『ギュローメ』にセットする。

「往生したりやあ！」




「大型ミサイル、急速接近!!」

　オペレーターの悲鳴。

「避さけきれませんッ!!」

「ああ……」

　と、クム・ナン。

「そんなに私が憎いのですか、姉上……」

「まだだ！」

　と、キサラが叫ぶ。

「まだ終わりには、したくないからねッ!!」

　彼女の父親譲りの脳細胞は、その瞬間に突とつ拍ぴよう子しもない反撃手段を思い付いたのであった。

「これだ──!!」

　彼女は叫んで、手近なパネルに飛びついた。

「行けェ!!」

　そこにあったレバーを、思い切りよく、引いた──。










　第十六章　忍び寄る影




　ナニワ星系一のバウンティー・ハンター（賞金稼ぎ）をもって自認するタイガー・カケフは、愛機『ミレニアムかに道楽』号の性能に、絶対の自信を持っていた。

「使つこてる素材が、違うんや！」

　というのが、彼の言い分である。そしてまた『ミレニアムかに道楽』号は、彼の商売道具であると同時に、道楽の対象でもあった。稼かせいだ賞金のほとんどを、彼は酒と博ばく打ちと、愛機の改造に費やしてしまうのである。バウンティー・ハンターとしては無類の腕を持ちながら、彼の一家が貧困に喘あえいでいる理わ由けもそこにあった。

　とにかく『ミレニアムかに道楽』号は、金喰い虫である。必殺の通天閣ミサイルにしても、一発一億二千万ギガタイラスもする。だが目の前の海賊船『ギュローメ』を倒せば、それは充分にペイするはずであった。通天閣ミサイルを二十発ばかりストックした上に、なおかつ『ミレニアムかに道楽』号の表面を、金ピカにコーティングするくらいの報酬金は──。

「待っとれよ、『ミレニアムかに道楽』号！」

　と、コックピットで叫ぶ、タイガー・カケフ。

「じきに綺き麗れいな純金鍍金メツキの塗装ベベ着せたるさかいにな!!」

　通天閣ミサイルを発射した瞬間、彼は勝利を確信した。

「惑星ミナミのアルサロで、豪遊や！」

　が──、

　そうは問屋が、卸さなかった。




　キサラが夢中で引いたレバーは、緊急制動用の、逆噴射ノズルの作動スイッチである。

　凄すさまじい逆Ｇに、体を固定していなかった艦内のほとんどの者は投げ出されたけれども、それでも最悪の事態だけは回避された。

　通天閣ミサイルは間一髪で、『ギュローメ』の鼻先をかすめた。

「ああっ!?」

　仰ぎよう天てんする、タイガー・カケフ。

「半年分の稼ぎの通天閣ミサイルが、ほかされたッ!!」

　彼にとっては大ショックである。

「お、おのれ──！」

　しかも──、

　彼と『ミレニアムかに道楽』号とを襲った災難は、それだけにはとどまらなかった。

　急制動をかけられた『ギュローメ』の巨大な艦体が、壁のように目の前に迫っていた。

「あ──」

　と言う間も、ない。

　次の瞬間には『ミレニアムかに道楽』号は、『ギュローメ』の装甲鈑に、頭から、

　カアアアアアアアアアアン

　と、突っ込んでいた。

　それでも、

『ミレニアムかに道楽』号の外殻を覆う高張力合金の装甲は、辛かろうじてその衝撃に耐えた。

　タイガー・カケフも、死ななかった。

　彼が不死身と言われる所以ゆえんは、ここにある。

「ま、眉毛ボーン……」

　状態になり、半死半生の体ていになりつつも、彼は諦あきらめなかった。

「お、おんどりゃ……」

　そして、ズタズタのボロボロになった『ミレニアムかに道楽』号ごと、そのまま『ギュローメ』にしがみつく。超合金の巨大なハサミで、ぎりぎりと『ギュローメ』の装甲に、圧力をかける。

「ぶはっ、ぶはっ、ぶはははははっ」

　髪振り乱し、ここぞと高笑いする、タイガー・カケフ。

「惑星キソの山中に籠こもること十八年。もがけばもがくほど絞まり、身動き取れんようになる。これが秘技、ナニワ名物必殺かぁに挟はさみじゃあ～!!　どうじゃ、逃げられるもんなら逃げてみい！」

　恐るべき、執念である。

『ギュローメ』の装甲が、ミシミシと悲鳴を上げる。

「このままじゃ、破られちゃうよ！」

　とシゲチヨ。

「わかってる……」

　と、キサラ。

「ラルゴ、ともかくあたしは自分にできることはやった。あとはあんたの仕事だよ!!」

　と、叫ぶ。

「そんなこと言われてもなあ、お嬢……」

　泣き付かれたラルゴも、頭を抱える。

「海賊以外に、こんな荒っぽい戦法を仕掛ける奴がいたとはなあ……」

「感心してる場合かよ！」

「頭かしら！」

　操そう舵だ手しゆが叫んだ。

「前方に、小惑星接近！　回避しねえと……」

「それだッ!!」

　すかさず叫ぶ、ラルゴ。この危機を脱する方法が、稲いな妻づまのように閃ひらめいた。

「あのカニ野郎を、小惑星と『ギュローメ』で、サンドウィッチにしてやれ！」

「なるほど!!　合点でさあ！」

　さすがに海賊、やることがえげつない。

　しがみついている『ミレニアムかに道楽』号を擦こすりつけるように、『ギュローメ』は小惑星にぎりぎりの距離で接近した。

「な、なにさらす!?」

　タイガー・カケフが仰ぎよう天てんしたのも、無理はない。

「や、やめい！　やめい言うとんじゃ。あ、いや、やめて!!　やめて……くさい」

「行けェ!!」

　キサラが叫ぶ。

　ぐっしゃ～

　小惑星と『ギュローメ』に挟まれ、『ミレニアムかに道楽』号は文字通りひしゃげた。

「あ……」

　辛うじて、タイガー・カケフは一命をとりとめた。だが彼の自慢の愛機は、修復不可能なスクラップ状態……。

「うっ、うっ……」

　涙をこらえ、駄だ々だっ子のように、叫ぶタイガー・カケフ。

「よ、ようもようも、やってくれたのォ～！」

　が、それがどうやら、限界であった。気が付くと、ズタボロにされた『ミレニアムかに道楽』号を、『ギュローメ』の全砲門が睨にらんでいる。

「よ～し！」

　ここらが潮しお時どきと、タイガー・カケフは観念した。

「今日はこのくらいに、しといたる!!」

　定番の捨て台詞ぜりふを残すと、蟹入り煎せん餅べいのようにされた『ミレニアムかに道楽』号は、部品や破片を撒まき散らしつつ一目散に逃走した。

「嵐のような、奴だったな……」

　と、ラルゴ。

「殺し屋より、芸人の方が向いているんじゃねえか？　俺は全然、面白くなかったけどよ……」

　生きつ粋すいのラアルゴン人には、こてっこてのナニワ星系ギャグはいまひとつ理解しかねる。

　だが──、

『ギュローメ』が『ミレニアムかに道楽』号を圧おし潰つぶしたまさにその瞬間、小惑星から別の小さな物体が、『ギュローメ』に取り付いたことに、誰も気付かなかった。

「ふふふ……御苦労だったな、タイガー・カケフ」

『ギュローメ』の装甲にコバンザメのように貼はり付いた吸着カプセルの中で、ラアルゴンの流血貴族、殺人嗜し好こう癖へきのアダ・ラ・ラウロは北ほく叟そ笑えむ。

「おまえが敵の目を引き付けてくれたおかげで、私はまんまと潜入に成功したという訳だ……。感謝するぞ」

　ラアルゴン人には珍しい細ほそ面おもての貌かおが、冷徹な薄笑いを浮かべる。

「クム・ナン王女。あなたに怨みはないが、これも殺人という芸術のため、御命頂ちよう戴だい仕つかまつる……」




「今のでこっちも、かなり艦体を損傷しちまった」

　と、ラルゴ。

「どっか適当な場所に艦ふねを停めて、応急修理しねえとやべえぜ。無理をすると傷口が広がっちまうのは人間も、艦も同じだからな……」

「また時間のロスか」

　とキサラ。

「やんなるなあ……もう！」

「仕方ありません」

　と、クム・ナン。

「惑星ケルテは逃げません。それよりも焦あせらず、万全を期しましょう」

「なんでそう、落ち着き払っていられる訳？」

　突っ込むキサラ。

「こうしている間にも、あなたの故郷では何万人という人が、殺されている訳でしょう？」

「落ち着き払っているように、見えますか？」

　あくまで静かに、クム・ナン。

「見えるわ」

「これでも内心は、居ても立ってもいられないのですが……」

　とてもそうは見えない。もしそうだとしたら、これこそ修行の成果と言うべきであろう。クム・ナンは感情を露あらわにすることが、滅多にない。少しでも表情に現れたとすれば、それは相当動揺したり激げつ昂こうしたりしているということになる。それほどまでに、理性の力が強いのだ。

　キサラなどとは、まったく対照的である。対照的であるが故に、二人は惹ひかれ合ってもいる。

「よっしゃ、手て空すきの者は、全員船外作業服を着て、外に出ろ！」

　自らも『安全第一』と書かれたヘルメットを手に取り、ラルゴは言った。

「装甲の裂け目を徹底的にチェックする。小さな傷も、見逃すな。蟻ありの穴から堤てい防ぼうが崩れるってこともあらあ！」

「僕もですか？」

　とシゲチヨ。

「おう。いい経験だ」

「ちょいハードかも……」

「３Ｋ仕事も今のうちにやっとけ。でなきゃ部下の人心を掌しよう握あくした、いい提督にはなれねえぞ」

「そうですね……」

「でな」

　ニカッと笑って、ラルゴは言った。

「申し訳ねえがシゲチヨ君には、やっぱり『煙突掃除』をやってもらうとしようか」

「と、とことん縁がありますね」

「なに、放射能がないぶん、例のエネルギー伝導パイプよりは、安全だ」

　比べれば……の話ではあるが。

「キサラが無理に吹かしたもんで、制動用ノズルが一個死んだ。パイプに付いたカーボンを、手で払ってくれ。細身のおめえにしか、頼めねえ」

「とほほ……」

　泣くなく作業服を身に付け、腰には命綱の特殊合金製ワイヤーを結び付け、手には昔ながらの煤すす払はらいを持って、シゲチヨはノズルのパイプの中へ──。

「楽しみながら、やるんだぞう！」

　と、パイプの向こうから、ラルゴの声。

「わかってますよ……」

　涙ぐみながら、シゲチヨ。

「こんなの楽しみながらでもなきゃ、やってらんない……」

『チムチムチェリー』を歌いながら、ゴシゴシやりはじめるシゲチヨ。一いつ旦たんは逃れたと思った煙突掃除任務に、結局は捕まってしまうこの皮肉。

「ああ、僕って一体……」




「おや？」

　装甲鈑の傷み具合をチェックしていた作業員の一人が、妙な物を発見した。

『ギュローメ』の装甲に、粘着質のボンド状物質で、貼り付いている空のカプセル。

　その蓋ふたは、開いている。内部はちょうど、人間一人が入れるくらいの大きさだが、かなり窮きゆう屈くつそうだ。少なくとも巨きよ漢かん揃ぞろいの海賊連中には、狭すぎる。

「なんじゃ、こりゃ？」

　首を傾かしげる、作業員。

「さあな……」

　別の作業員が、船外作業服の中で肩を竦すくめた。

「おおかた不発の、機雷かなんかじゃねえのか？」

「それにしちゃ、妙だぜ」

「ともかく頭かしらに、報告だ」

「それがよさそうだな……」

　だが彼らは、結局ラルゴに奇妙なカプセルの存在を、伝えることはできなかった。

　艦内通路に入って、ヘルメットを脱いだ途と端たん──、

「ひゅっ!!」

　という奇妙な声を発して、一人が立ち竦んだ。

「おい、どうした？」

　もう一人もヘルメットを脱いで、相棒の顔を見て、ぎょっとなる。

「あわわ……。ドレル！」

　哀れなドレルの首筋から、血が噴水のように噴き出している。

「ひ──」

　豪気なラアルゴン人の海賊も、これには胆きもを潰した。鋭利な刃物か何かで、一瞬にして頸動脈を抉られたのだ。それも、おそらくはヘルメットを脱いだ、その瞬間に──。

　恐るべき、手しゆ練れんの早技であった。

「あのカプセルを、見たね……」

「あ……」

　いつの間にか、背後に立たれている。

「可か哀わい相そうだが、生かしておく訳にはいかない」

「た、助け──」

　言葉が途中で、漏もれる息に変わった。

　首筋に巻き付けられた極細のワイヤーに、ほんのちょっと力を加えただけだ。それだけで彼の頸動脈と気管も、相棒と同じように切断されていた。一瞬の間を置いて、彼は崩れ落ちた。

「ふふふ……気の毒に」

　返り血を浴びた凄惨な表情で、流血貴族アダ・ラ・ラウロは微笑む。

「だが寂しがることはない。すぐに仲間を、増やしてあげるよ」



















「ドレルとジルバの二人を、見なかったかい？」

　と、ラルゴ。

「さあ……」

　と、尋ねられた手下が首を捻ひねる。

「見ませんでしたね」

「そうか？　船外作業に出たんだが──」

　作業が無事終了したのに、点呼までに戻って来ない。

「あの二人のことです。おおかたどっかの倉庫で、酒でも喰らってるんじゃないですかい」

　前科のある二人組であるだけに、尋ねられた海賊はさほどにも心配してはいなかった。

「いつかもそうして、大騒ぎになったじゃありませんか。あん時も酒保で、大おお鼾いびきでしたぜ」

「だといいんだがな……」

　ラルゴは何故か、一いち抹まつの不安を拭ぬぐえずにいた。

「妙にひっかかりやがるんだ」

「考えすぎですぜ、頭」

「そうかな……」

「て、大てい変へんだァ!!」

　そこへ息いき急せききって駆け込んで来る、別の手下。

「ブントの奴が……」

「どうした……!?」

「べ、便所で、殺されてます!!」

「なにっ!?」

　驚きよう愕がくの、ラルゴ。

「便所でだと？」

「へ、へえ……。『個室』の天井から、作業用のロープで吊つるされて……」

「野郎！　どこのどいつだ!?」

　猛たけり狂うラルゴ。

「許さねえぞ！　見付け次第この手で、首根っこへし折ってくれる！」

「そんなことより、下手人は、まだその辺に潜んでいます」

「そうだな……。バラバラだと、まずい！」

　と、ラルゴ。

「三人以上、かたまれ！　常に一緒に行動するんだ。艦内放送でそう伝えろ!!」

「へ、へい……」

「特にクム・ナン王女の周辺は、厳重に固めるんだ。敵の狙ねらいはおそらく王女だ」

「わかりやした」

「一人でいると、いいカモだ。一人では……はっ!!」

　愕がく然ぜんとなる、ラルゴ。

「しまったッ！　シゲチヨ!!」

　叫ぶなり、彼は駆け出していた。




「一人になるなってよ……」

　緊急艦内放送を聞いた海賊が、相棒に言った。

「三人以上で、かたまれってさ」

「その点俺たちゃ、安心だ」

　と、相棒。

「もう三人、揃そろってるからな。な、ダーケン？」

　三人目の相棒に、尋たずねる。

「おい、ダーケン……」

　返事はなかった。

「返事しろよ」

　何気なく見て、足が竦んだ。

「ダーケン……」

　海賊ダーケンは、そこにいた。だが、体だけで首がなかった。

「ダーケ～ンっ!!」

　見るも無残に、狼ろう狽ばいする海賊。

「ダーケンが殺やられたってことは、俺たちは、二人になっちまった……」

「違うね」

　相棒のとは、違う声が言った。

「もう、一人だよ。くっくっく……」

　ぎょっとなって振り向くと、ダーケンの生首を左手に提げた幽鬼のような優やさ男おとこが、もう一人の相棒の首筋を、ナイフで切り裂いているところであった。

「ログナス!!」

　海賊の目が、見開かれた。その瞳に、殺人鬼の姿が映る。

「心配ない……」

　微笑みながら、そいつは言った。

「またすぐに、三人になる……。向こう岸でな」




「ラルゴさあん!!」

　煤すす払はらいを終えたシゲチヨが、叫ぶ。

「終わりましたよ！　早いとこ、引き上げてくださいよお!!」

　もう三十分も、宙吊りである。こんなしんどい作業は二度とはすまいと、シゲチヨは固く心に誓っていた。これならキサラに半殺しにされる方が、まだマシだ。

「いないんですか、ラルゴさあん!!」

『ラルゴさあんルゴさあんゴさあんさあんあんん……』

　虚しい谺こだまだけが、返って来る。

「誰でもいいから、引き上げてくださいよう!!」

　泣きそうな声で、叫ぶシゲチヨ。

「おおい」

　パイプの入口に、誰かの顔が覗のぞいた。

「まだ生きてたか、シゲチヨ？」

「生きてる……」

　安あん堵どした拍子に、涙がボロボロ溢あふれ出した。

「辛うじて、だけどね」

「シケた面つらすんな、シゲチヨ」

　微笑みながら、キサラ。

「そんな顔してると、ますますからかいたくなるじゃないか」

「意地悪しないで、早く引き上げてよ……。お願いだから」

「ああ、いいとも」

　ニヤッと嗤わらいつつ、キサラ。

「じゃ～ん！」

　その手には、作業用電磁カッターが握られていた。

「人生クイズ、天国と地獄!!」

「こ、こんなことじゃないかと思った……」

　はらはらと落涙するシゲチヨ。

「これからあたしが、クイズを出す」

「はい……」

　泣くシゲチヨ。

「正解すれば、引き上げてあげる。でも、間違えたら──」

　手にした電磁カッターを見て、ふふふと笑う。

「奈な落らくへ一直線。どう、面白い趣しゆ向こうでしょ？」

「元気な時なら──」

　精せいも根こんも尽き果てている、シゲチヨである。

「では第一問！」

「はぁ～っ……」

　シゲチヨのため息は、マリアナ海かい溝こうよりも深かった。

「一問だけじゃ、ないのか……」

「当然だろ」

　と、キサラ。

「全十問。一問でも間違えたら──」

　チョッキンである。

「では第一問！　宇宙でいちばん偉いのは!?」

「ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー……」

　ほとんど投げやりに、かつ反射的に答えるシゲチヨ。子供の頃からさんざん繰り返してきた二人の間の『ゲーム』なので、間違いようもなかった。まさかこの局面でやられるとは、思ってもみなかっただけの話だ。

「ピンポーン！」

　こちらはとても楽しそうに叫ぶ、キサラ。

「続いて第二問！　宇宙でいちばん美人なのは？」

「ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー……」

「ピンポーン！」

　やってられない。

「第三問！　宇宙でいちばん、賢いのは？」

「ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー……」

「ピンポーン！　第四問。あんたはこの私の、何？」

「奴隷……」

「ピンポーン!!　はい。解答者は、もう少し元気よく！」

「とほほ……」

「第五問。宇宙でいちばん、運が強いのは？」

「ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー……」

「ピンポーン!!　第六問。宇宙でいちばん、運が悪いのは？」

「シゲチヨ・ヤマモト……」

「ピンポーン！　快調だねえ。その調子で、頑張ってね。全問正解も、夢じゃない！」

「う～」

　唇を、嚙かむ。

「第七問！　あなたは私を、愛してますか？」

「あ、愛して……います……」

「ピンポーン。今の一瞬の間は、なんだろうな？」

「な、なんでもないよ……」

「第八問。こんな目に遭わされても、辛つらくないですか？」

「辛くなんかないやい！」

　自や棄け糞くその空から元気で、シゲチヨは叫んだ。

『も、もうどうにでもなれ……』

「ピンポォ～ン！　もう少しだ、頑張れ！」

　シゲチヨのための栄養ドリンクを後ろ手に隠しながら、キサラは叱しつ咤た激励した。

「第九問。楽しい？」

「た、楽しい……」

　楽し過ぎる。

「ピンポーン!!　あたしも楽しい」

　ゲームに夢中になるあまり、キサラは自分の背後に忍び寄る影にも、気付かずにいた。

「いよいよ最後の問題です。解答者のヤマモトさん、今のお気持ちは、どうですか？」

「や、やっと……です。よくここまで来られたと……」

「では頑張って、最後の問題に挑戦していただきましょう!!　人生クイズ、天国と地獄！」

「早くう……」

　そろそろ体力の限界の、シゲチヨである。

「第十問！　この銀河でもっとも気高く、美しく、天才的で家柄もよく、才能もあって偉大なのは誰!?」

「ビ……」

　これで終わると、シゲチヨは思った。

「ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー……」

「ピ──」

「ブ～ッ!!」

　キサラの背後から、別の声が言った。

「残念だったな」

　殺人鬼が、立っていた。

「おまえは──!?」

　はっとなって、振り向くキサラ。

「正解は、流血貴族アダ・ラ・ラウロだ……」

　そう言って、キサラの顎あごを蹴りつけた。しなやかな、発ば条ねのような全身の筋肉である。

「う──」

　軽い脳のう震しん盪とうを起こして昏こん倒とうしたキサラの手から、ラウロは電磁カッターを取り上げた。鋼鉄のワイヤーも易やす々やすと切断してしまう、文明の利器だ。

「ふ……、キサラ……。こいつがあのタイラーの娘か」

　そう言って、足元に長々と伸びた小娘を見下ろす。

「ゆっくり料理してやるかな……」
















「キサラ～！」

　パイプの中、消え入りそうな声でシゲチヨが叫ぶ。

「どうしたの？　早く引き上げてよう……」

「その前に──」

　電磁カッターを手に取り、ラウロはパイプの入口に歩み寄った。

「不正解者に、罰ゲームだ」

　が──、

「ま、待て……」

　不意にその踵かかとを、キサラが摑つかんだ。

「シゲチヨには……手を出すな……」

「なに!?」

　彼にしてみれば一いつ介かいの庶民の娘でしかないキサラに逆らわれて、流血貴族は一瞬激げつ昂こうした。

「あ、あたし以外の誰にも、シゲチヨをいたぶることは……許さない！」

「どいてろ！」

　その顔を、さらに足蹴にする。

「あっ!!」

　再び気を失う、キサラ。

「くたばりぞこないめ！」

　つかつかと歩み寄り、シゲチヨの命綱であるワイヤーに、手をかけたラウロ。

「さよなら、赤毛の坊や……」

　ワイヤーを、寸断した。

「あ──────────ッ!!」

　悲鳴とともに、奈落の底へと滑すべり落ちるシゲチヨ。

「待っていなさい」

　と、パイプに向かい、ラウロは言った。

「君の大好きなキサラも、すぐに側に送ってあげるよ」

　電磁カッターを投げ捨て、ナイフを抜いた。

　刃は高圧で鍛たん造ぞうされた強化セラミック製で、抜群の切れ味を誇ほこる。鍛きたえ抜かれた日本刀も、ヘンケルの包丁も、比ではない。厚さ三ミリ程度の鉄板なら、紙のように切り裂く。

「おやすみ、無責任娘……」

　気絶しているキサラの頭上に、ナイフを翳かざした。

「シゲチヨが彼ひ岸がんで、お待ちかねだ」

　振り下ろそうとした、まさにその刹せつ那な──、

「シゲチヨ──!!」

　血相を変えた海賊ラルゴが、制せい禦ぎよ室しつに飛び込んで来た。

　水を差されたラウロは、大儀そうに顔を上げる。

「う──、キサラ……!?」

　気絶したキサラと、セラミックナイフを翳した殺人鬼とを、同時に見た。

「ふ……海賊の親玉か」

　嘲あざけるように嗤わらう。その冷笑を一目見た途端に、ラルゴにはピンときた。

「てめえだな！」

　怒りに肩を、震わせる。

「俺の手下を、六人も殺しやがったのは──!!」

「おまえが七人目だ」

　キサラを刺そうとしていたナイフを構え直し、ラルゴに向き直るラウロ。目が異常だ。

「今日は我が血と薔ば薇らに彩られた生涯でも、最高の一日になりそうだ。くっくっ……」

「最後の一日に、してやるぜ！」

　海賊用のサーベルを抜きながら、ラルゴ。

「てめえみたいなチビに、負けやしねえ！」

「だといいね。海賊風情が……」

「なにッ!!」

　怒った瞬間が、ラルゴの負けだった。

　さっと間合いを詰めたラウロの一見華きや奢しやな体は、易々と振り下ろされたサーベルの下を搔かい潜くぐり、懐ふところに飛び込んでいた。

「はい」

　ニヤッと嗤わらって、ラウロは言った。

「──おしまい」










　第十七章　王者の途みち




「惑星ケルテの軍備など、惑星連合宇宙軍に比べれば、象と蠅はえほどの差なんだがな……」

　と、惑星連合艦隊の若き最高司令長官イサム・フジ元帥はシャンパングラスを片手に言った。

「内政不干渉主義もいいが、人道的にこれ以上目に余るようだと、僕は軍を派遣せざるを得ない。そうなっても、僕を嫌きらいにならずにいてくれるかい？」

「当然じゃ」

　と、彼の愛する妻は言った。

「そちにはそちの、立場があろう」

「いつも言っていることだけどね、アザリン」

　と、イサムは苦笑い。

「家の中にいるときくらい、その皇帝口調はやめてくれないか……」

「そうね」

　微笑むアザリン。

「でも、おそらく、あなたが職権を発動する必要はないでしょう」

「そうかな……」

「ケルテのクーデターは、思ったより早く、カタが付きそうよ」

　チェアに腰掛け、モード雑誌をめくりながらかつて宇宙一のアイドルと呼ばれた皇帝陛下は曰のたまわった。

「僕にはそうは、思えないんだが……。彼らが自力で、あの邪じや智ち暴ぼう虐ぎやくなクム・ビク王を倒せるとは、思えない」

「違うのよ、イサム」

　とアザリン。

「民衆が倒そうと思わなくても、クム・ビク政権は自分から勝手に倒れるの。遅かれ早かれね」

「確信がありそうだね」

「そう。あ、これいいな……」

　と、新柄のコートを見ながら、思わず呟つぶやく。

「今度、これ買って」

「いいとも──」

　自分で買おうと思えば、コートなど何着でも買えるだけの資産をアザリンは持っている。それを敢あえておねだりして、イサムの『薄給』の中から買って貰うことに、意味があるのだ。

　この夫婦も、若かった。

「歴代の──」

　と、馴れ親しんだ皇帝口調に戻り、陛下は言った。

「ラアルゴンの皇帝の中にも、暴君は何人もいた……」

「僕も一人、知ってる」

　と、微笑みながらイサムは言う。

「そいつと今、同居しているんだが……暴君もまんざら悪くはないと思っているよ」

「そうではなく、掛け値なしの暴君という意味じゃ。民衆の血を好んだ暴君は、我がラアルゴンにさえ多くいた。しかし彼らは例外なく、短命じゃ。中には絶大な権力を持ち、当時の対立派など問題にもせぬほどの軍備を誇りながら、自滅としか言い様のない最さい期ごを遂とげた皇帝もいる。その先例から、朕ちんが学ばぬはずもない。暴君は、必ず倒されるか、自ら倒れる。歴史の摂せつ理りじゃ」

「覇は道どうより王道……という訳か」

「その通り。だから朕は、暴君にはなるまいと努めた。王道は覇道より遠回りじゃが、息は長い。そのことは今回のケルテでも、じきに証明されよう。だから朕は、この件に関しては微み塵じんも心配はしていない……」

「真理だね」

　とイサム。

「それはいい。内政干渉は、僕も君も最も嫌きらうところだ。だけど──」

　イサムには、不満がある。

「密かに『特使』を送るべく、あの人が画かく策さくしているのは、面白くないな」

「パコパコのことを、言っておるのか？」

「タイラー閣下と、君だ」

　と、イサム。

「君たち二人の癒ゆ着ちやくは、我が家の最大の懸け念ねん事だ。どうして君たちは、僕にも内緒でいつもいつも、そんな重大な事を勝手に決めて、手て駒ごまを動かしてしまうんだい？　まったく愉快じゃない」

「朕とパコパコは、特別じゃ。生涯変わらぬ」

「それを責めるつもりはない」

　と、イサム。

「僕もまぜて欲しいだけだ」

　図はからずも、本音が出た。

「無理じゃな」

　すげなく、アザリン。

「この輪には、誰も入れぬ。たとえそれがイサム、最愛のそちでもじゃ……」

　イサムを見るアザリンの瞳ひとみは、慈じ愛あいに溢あふれていた。

「じゃが、朕とそちとの輪にも、パコパコは入れぬ。それでよいではないか」

「なんか巧たくみにはぐらかされたって、気がするぞ……」

　口くち髭ひげを拭ふきながら、イサム。

「僕は惑星連合宇宙軍の最高司令長官って、皇帝には及ばないまでも、軍ではいちばん偉いと思っていたのになあ……。実際には裏で暗躍する陰の首領ドンに、牛ぎゆう耳じられっ放しだ」

「その首領が大好きな癖に、文句を言うでない」

「そうだけど……」

「それに、いつかはそちも、司令長官を降りて、陰の首領になればよいのじゃ。違うか？」

「そこなんだよ」

　とイサム。

「問題はそこさ、あの人はいかにも長生きしそうだからなあ……。ひょっとして、僕たちより……」

「それならそれでよい」

　と、アザリンは平然として言った。

「ああいう陰の首領なら、いてもよい。息も長そうじゃ。少なくとも、表立った暴君よりもな。始末に負えぬが、楽しいものじゃ」

「そうかなあ……」

「今はパコパコの時代じゃ。それと、娘のコパコパコの──」

「コパコパコ、ね……」

　ごく親しい者たちの間では、アザリンはキサラのことを『コパコパコ』と呼んでいる。パコパコ（タイラー）の仔だからコパコパコという訳だ。いずれキサラに子供でも生まれれば、マゴパコパコなる愛称を賜たまわることになろう。

　そのコパコパコの絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいのピンチを、しかしアザリンはまだ知らなかった。




「くっ──」

　懐ふところに飛び込まれ、慌あわててサーベルを戻そうとするラルゴに、

「遅い！」

　と、ラウロの嘲笑が。

「ふん」

　その小柄な体故の敏びん捷しよう性せいと、小柄からは想像もつかない膂りよ力りよくとで、体重なら自分の倍もある巨漢のラルゴを翻ほん弄ろうする。

　ラルゴの手から、サーベルが音を立てて床に飛んだ。

「う──！」

「馬鹿め」

　ひょいと片手で、ラルゴの手首を無造作に摑つかむ。

「痛いよ……」

　そう言っておいてから、

　ゴキッ

　と、造作もなくラルゴの腕を逆手に捻ひねった。

「あぐ……」

　悲鳴こそ上げなかったものの、ラルゴの顔は蒼そう白はくとなり、玉のような脂あぶら汗あせが滲にじんだ。

「ほう、さすがだな……」

　と、感心したようにラウロ。

「たかが海賊風情でも、さすがに船長ともなると雑ざ魚ことは格が違うな。コンピューターゲームの、ステージボスくらいの歯応えはある」

「ステージボスだと……」

　舐なめられて、ラルゴは歯嚙がみした。

「だが、肩関節を外されては、じっとしているのも辛つらかろう」

「てめえに心配されるほど、落おち魄ぶれちゃいねえ！」

　気迫で、ほとんど気迫だけで吼ほえるラルゴ。

「見苦しい奴は、好きじゃない」

　流血貴族はナイフを構えた。

「消えてもらう……」

「待ちな！」

　倒れていたキサラが、むくっと起き上がった。

「おまえの相手は、あたしだよ！」

「ほう……」

　感心して呟つぶやく、ラウロ。

「さすがに威勢がいいな」

「さっきは不意打ちなんて、卑ひ怯きような真似しやがって。おまえだけはただじゃおかねえ……」

「キサラ、よせ……」

　喘あえぎながら、ラルゴが片手で制した。

「こいつの強さは、並じゃねえぞ……。プロだ」

「わかってるわよォ!!」

　怒り心頭。

「だけどあたしだって、並じゃないんだ！」

「意味が違う」

「まあいい。二人まとめて、料理してあげるよ」

　セラミックナイフの刃を舐なめながら、ラウロ。

「どっちからがいい？」

「お待ちなさい!!」

　三人目が、割って入った。

「これ以上無駄な血を流すことは、ないでしょう」

「く──」

「クム・ナン！」

　キサラとラルゴは、同時に叫んだ。

「ほう──」

　と振り向くラウロ。

「こいつがクム・ナンか。わざわざ自分から、出向いてくれた訳か」

「出向いて差し上げましたよ」

　と、些いささかの気負いも動どう揺ようもなく、いつも通りの淡々とした口調である。その表情にも、一点の曇りもない。

「あなたの狙いは、私でしょう。姉上から頼まれたのですか？」

「あんたの姉さんは、気前がいいぜ」

　とラウロ。

「こんな美お味いしい仕事を、斡あつ旋せんしてくれた。感謝しなくちゃな……」

「いいでしょう……」

　静かに、あくまで淡々と、クム・ナンは言った。

「そこまで姉上に疎うとまれたのならば是ぜ非ひもない。おとなしく、殺されて差し上げましょう」

「そうこなくてはね」

「ただし──!!」

　と、不意に強い口調で、彼女は言った。ラウロでさえ、一瞬気け圧おされた。

「殺すのは、私一人！」

　と、叫んだ。

「他の者には指一本触れないと、約束してください」

「く、クム・ナン……」

「いけねえ！」

　叫ぶラルゴ。

「おめえだけは、何があろうと死んじゃならねえ!!　か、代わりに俺が、死ぬからよ！」

　海賊ラルゴにここまで言わせるとは、クム・ナンも半はん端ぱではない。

「俺を殺やれ！」

「これはいい……これは」

　ぞっとするほど冷れい酷こくな笑みを浮かべつつ、ラウロは何度も頷うなずいた。

「慕われているなあ、クム・ナン。姉さんとは、偉い違いだ！」

「姉は……気の毒な人なのです」

　と、俯うつむきながらクム・ナン。

「愛を知らない、可か哀わい相そうな人なのです……」

「妹は博愛主義者か……」

　ラウロは五秒ほど、熟じゆつ考こうした。

「よし、予定変更だ」

　そう言って、セラミックナイフを構える。

「もっとも効果的な順番で、殺してあげるよ。まずは──」

　そう言って、キサラを指差す、

「おまえだ！」

「殺せるもんならね……」

　と、ラウロを睨にらみつけるキサラ。

「次はそっちの海賊、それから最後にクム・ナンだ。喜んで死なれては、こっちはちっとも面白くないのでね」

「外げ道どう！」

　思わず叫ぶ、クム・ナン。

「外道結構……。それは私にとって、最大の褒ほめ言葉でね……」

　クム・ナンを振り向いて、嘲る。その僅わずかな隙を、キサラは見逃さなかった。

「こいつ!!」

　クライバーン大佐直じき伝でんの、足払い。ラウロは思わずよろけた。

「う──!!」

　プロも素人しろうと相手に油断して、不意を突つかれたといったところか。だがキサラは素人は素人でも、並の素人ではなかった。

「あんたみたいなのが、いっちゃんムカつくのよねえ！」

　激しい平手打ちが、ラウロの顔に炸さく裂れつした。

「あたしゃ、いじめっ子だけは許せないんだ!!」

「おお、言うぜ……」

　と、思わず感心する、ラルゴ。

「自分のことは、棚に上げてよ……」

「き、貴様……」

　鼻血を拭いながら、血相を変えたラウロである。

「しょ、庶民の分際で、貴族の顔に手をかけたな。殺してやる！」

「もともと殺すつもりだったくせに……」

「おまえ楽には、死ねないよ」

「もとより覚悟の上よ！」

　キサラの蹴りを、ラウロは空中で受け止めた。

「う──!?」

「甘いよ」

　相当な鍛たん錬れんを積んでいる。さすがはプロ。

「覚えておけ、小娘！」

　ラウロが吼ほえた。

「プロはこういうことも、するんだよ!!」

　キサラの膝ひざ関節に、肘ひじ打うちを加えた。

「あっ！」

　骨こそ折れなかったものの、想像を絶する痛みとダメージがあった。キサラが悶もん絶ぜつする。

「痛いだろ」

　キサラの首を、背後から抱え込むラウロ。スリーパーホールドではない。絞め技ではなく、首関節を極きめたのだ。

「次はもっと、痛いよ」

　そう言って、じわじわとその腕に力を込める。

「うう……」

　キサラの表情に、いつもの余裕がない。

「し……」

　思わず助けを呼ぶ。

「シゲチヨ──────ッ!!」

「ははは、叫べ、わめけ！」

　嘲あざ笑わらうラウロ。

「頼みのシゲチヨは、今頃パイプの底だ」

「シゲチヨ～！」

　キサラは叫ぶ。

「早く来い！　来なきゃ、半殺しだぞ!!　シゲチヨ～！」




「はっ……」

　パイプの奥で、シゲチヨは確かにキサラの声を聞いた。

「キサラが、呼んでる……」

　反射的に、体が反応した。

「キサラが、危ない！」

　理屈ではなかった。シゲチヨはその瞬間に、パイプの中を猛烈な勢いで駆け登り始めた。

「キサラ～！」

　十秒足らずで、パイプの口に手をかけた。

「キサラ!!」

「げ──!?」

　仰ぎよう天てんしたラウロは、摑んでいたキサラの首を思わず離してしまった。

「シゲチヨ……」

　首をコキコキと鳴らしながら、キサラはシゲチヨを見た。

「キサラ……」

「このボケ！」

　キサラは、やにわにシゲチヨを罵ば倒とうした。

「助けられなくとも、自力で登れたんじゃねえか!!」

「あ、言われてみれば……」

「カス！」

　と、いきなりキサラは、助けに来たはずのシゲチヨの顔面に、カウンターで蹴りを入れていた。

「だったらあたしのピンチに、もっと早く来い!!」

　会心の蹴りだった。タイミングといい威力といい、申し分なかった。

　倒れたシゲチヨは、後頭部をモロ壁に叩たたきつけられたからたまらない、白目を剝むいてピクピクと悶もん絶ぜつしてしまった。

「あ……」

「シゲチヨ……」

　クム・ナンが思わず、抱き起こす。

「しっかり!!」

「はっはっは！　自分から反撃の芽を摘んだな。馬鹿め！」

　とラウロ。

「これで万にひとつの、チャンスもなくなったというわけだ」

「く──！」

「だいたい庶民の貴様らが、貴族の俺に勝てるはずがなかろう」

　同じラアルゴン貴族でも、あのル・バラバ・ドムなどとはえらい違いである。ドムがこの場にいたら、

「貴族の名折れめ！」

　と罵ば倒とうしたに違いない。

「ほう……」

　倒れたシゲチヨを見ながら、ラウロは呟つぶやいた。

「こいつは、ラアルゴン人と地球人とのハーフだな」

「ああ。母親はあの、シア・ハス提督だ」

　とラルゴが言った。

「ふん」

　鼻で嘲あざ笑わらう、ラウロ。

「所しよ詮せんは女海賊。それにラアルゴンの誇ほこりを忘れ、地球人と結婚してほいほい子供をこしらえた牝犬の子供だ」

　その瞬間に、倒れていたシゲチヨが、ぱっちりと目を開いた。

「む──!?」

「もう一いつ遍ぺん、言ってみろ！」

　さっきまでのシゲチヨとは、確かに違う。

「母さんを、侮ぶ辱じよくしたな」

　立ち上がった。目が真剣だ。

「許さないぞ!!」

「ほう。どう許さない？」

　面白そうに嗤わらうラウロ。

「牝犬の子が！」

「怒る!!」

　シゲチヨは、普段のシゲチヨではなかった。明らかに別モードに突入したのだ。

「うぉ──!?」

　ラウロは、自分の愚おろかさを呪うべきであった。が、気付いた時にはもう遅く、シゲチヨの猛烈な頭突きを、顔面にまともに喰らっていた。

「うわっぷ！」
















　鼻柱が折れ、前歯が飛び散った。

「許さん!!」

　もう一発。鼻血が舞う。

「絶対に！」

　さらにとどめの一発。さしもの流血貴族も、自らの流血には呆あつ気けない程、脆もろかった。

「や、やっちめえやがった……」

　昏こん倒とうしたラウロを見て、呆れるラルゴ。

「殺しのプロを、頭突き三発で……」

「あ……」

　殺しのプロという言葉に、我に返ったシゲチヨは、へなへなとその場にへたり込んでしまった。怒りのあまり、夢中になって怖さを忘れたのだ。

「怖かった……」

「け、結構強えな、おめえ」

　とラルゴ。

「そりゃね」

　と、キサラ。

「あたし以外には、無敵なんだシゲチヨは──」

　そうなのである。

「だいたいあんただってさ、ラルゴ。あたしたちを襲った時は、キレたシゲチヨに突き飛ばされて、捕まったんだろ？」

「あ、そうか。忘れてた……」

　これはこれで、頼りになる。

「さてと──」

　外された肩関節を、自分でゴキッと嵌はめ込んだラルゴ。一瞬顔をしかめただけで、後はその腕をブルンブルンと振り回しながら、

「こいつを八つ裂きに、したろうかい」

　と、気を失ったラウロに歩み寄る。

「ただじゃおかねえぞ、このヘナヘナ貴族めが！」

「待ってください！」

　と、クム・ナンが叫んだ。

「殺してはなりません!!」

「いくらあんたの頼みでも、こればっかりは聞けねえ！」

　肩を怒らせ、ラルゴは言った。

「こいつは俺の仲間を、六人も殺しやがったんだ。六人だぞ、六人！」

　皆生死を共にした、仲間である。

「こいつを百遍殺したって、お釣つりがくらあ！」

「わかりました……」

　と、クム・ナン。

「おやりなさい。それで死んだ六人が生き返るなら、それであなたの気が済むならおやりなさい。ラルゴ──」

「へっ!!」

　と、ラルゴの照れ笑い。

「あんたにゃ負けたよ、クム・ナン。その通りだ」

　そう言って、倒れたラウロを踏み付ける。

「命だけは勘弁してやらあ、この野郎！」

「頭かしら！」

「大丈夫ですかい!?」

　この時になってようやく、海賊連中が手に手に武器を携えて、ドヤドヤと駆け込んで来た。

「遅えぞ、おめえら！」

　どやしつけるラルゴ。

「もう片付いちまったい!!」

「こいつをどうしやす、頭？」

「決まってるじゃねえか」

　と、ニヤリと笑ってラルゴは命じた。

「簀す巻まきにして、宇宙空間へ放り出せ!!」




「ひ～ん」

　さっきまでとは別人のような情けない顔で、流血貴族アダ・ラ・ラウロは泣きじゃくる。頭を丸坊主に剃そられ、自慢の髭ひげまで剃られ、その下から現れたのは意外なほどの童顔である。

「なるほど……。髭を生やして箔はくを付けてたって訳ね」

　と、納得するキサラ。

「虚こ仮け脅おどしよ」

　と剃刀かみそりを手にラルゴ。

「情けねえ面だぜ。ムカムカすらあ！」

「わ、私をどうする気だ……」

　縛られ、震えるラウロ。既にその体は、彼の乗って来たカプセルの中に押し込まれている。

「安心しろ、殺しやしねえ。だがな──」

　そう言って、片方の眉毛を無造作にひょいと剃り落とした。

「今のは、ブントの分だ。こいつは、ドレルの分！」

　残りの片方を、剃り落とす。勢い余って、頰ほほまで切った。

「あ、勘弁……」

「ならねえ。次は、ジルバの分だ！」

　右耳を、スパッと剃り落とした。

「これはダーケンの分……」

　同じ様に左耳を、剃り落とす。

「これくらいなら、いいよな、クム・ナン」

　振り向いて尋たずねるラルゴ。黙って頷うなずくクム・ナン。黙認といったところだろう。

「最期に、ログナスと、ベラーシの分だ!!」

　はだけた胸に剃刀で『貧乏貴族』と刻み付けた。

「これはおまけだ！」

　そう言って額に『私は犬です』と彫り込む。

「お、覚えてろ……」

　泣き出すラウロ。

「忘れた。お互いこれで、水に流そうや、な！」

「待って!!」

　キサラであった。

「まだあたしの分が、残ってるんだ」

　そう言ってスプレーで、背中に『粗大ゴミ』と描いた。

「シゲチヨ、おまえもやっていいぞ」

「うん……」

　シゲチヨは、

『私は任務に失敗しました』

　と描かれた看板を、ラウロの首から下げる。

「これでよし……」

「クム・ナン。あなたはいいの？」

　尋たずねるキサラに、

「姉上に、宜よろしく」

　とだけ、クム・ナンは言った。

「あなたが生きて帰ったと知ったら、姉上は許さないでしょうね。決して──」

　もしかしたらこれは最高の脅おどし文句だったかも知れない。ラウロはマジで怯えた。

「食糧と水は三日分、こいつはお情けだ」

　とラルゴ。

「ああ、なんて俺たちゃ、寛かん大だいなんだろう……」

　何か言いたそうなラウロの口にガムテープが貼られ、カプセルの蓋ふたが無む慈じ悲ひにも閉じられた。そのカプセルにも『バカ』だの『カス』だの『宇宙清掃局指定炭酸カルシウム入りゴミ袋・焼却可』だの『助けるな！』だの、さらには裸の女の下へ手た糞くそで卑ひ猥わいなイラストだの、海賊たちが好き勝手に落書きしている。

「運がよきゃ誰かに、拾って貰え！」

　カプセルは『ギュローメ』の廃はい棄き孔こうから、勢いよく射出された。

「お達者で～!!」

　ハンカチを振る一同。

「ああ、いいことをした後は、気分がいいなあ……」

　とキサラ。

「ね、クム・ナン」

　振り向く。

「そ、そうですね……」

　冷汗のクム・ナン。

「しかしこの調子では、前途は多難ですね。これ以上犠牲者を出すのは、私としても忍びない……」

「今さら何弱気になってンのよ～」

　キサラがその肩を叩たたいた。

「こうなったらあたしも、あんたの姉さんには個人的な恨うらみができたからね。直接あって、言うだけ言ってやるわ！」

「それは楽しみかも知れない……」

「あや、しまった……」

　と、ラルゴ。

「どうしたの？」

　とキサラ。

「分量を、間違えた」

　ラルゴは笑って、そう言った。

「あの野郎のカプセルに、食糧と水は三日分入れたけど、酸素カプセルを入れるのをうっかり忘れてた。あのカプセルじゃ、空気はせいぜい一時間分しか、もたねえぞう……。それまでに誰かに運よく、拾ってもらえりゃいいがな。ハハ、ハハハ……」










　第十八章　Ｈで始まる第二秘書




「キサラの奴も、なかなかうまくやっているようじゃないか」

　と、出たがり親父のジャスティ・ウエキ・タイラー名誉元帥は言った。

「クム・ビク王女の差し向けた刺客を、もう二人も撃退してのけたそうじゃないか。さすがは僕の娘だな」

「私の娘でもあるのよ」

　と、こちらも些か得意げに、妻のユリコ。

「でも、正直気が気じゃないわ……」

「可愛い子には、旅をさせろさ。あの子は本当に、可愛いしな」

　わかったような、わかっていないような、タイラー。

「もしかすると、親の欲目以上の、天才かも知れないぞ」

「閣下……」

　そこへ、タイラーの第一秘書となったレン・アンダーソン少佐が現れた。

「クム・ビク王女に関して、気になる情報を摑つかみましたので、御報告に──」

「む──」

　この男なりに、真顔になるタイラー。

「なにか？」

「クム・ビクが、傭よう兵へい艦隊を雇ったようです」

「傭兵艦隊？」

　ユリコが訝いぶかる。

「はい」

　頷うなずいて、美び貌ぼうのレンはファイルを差し出す。

「見せて……」

　受けとるユリコ・タイラー大佐。

「旧式戦艦七、巡洋艦十二、駆逐艦以下多数……。結構多いじゃない」

　意外だった。

「あぶれ者の軍人崩れとか、海賊とか、雑多な寄せ集めですが、一応それだけの数が揃そろえば、『ギュローメ』一隻では正直手に余るのではないでしょうか？」

「どこからこんな艦隊を雇う金が出て来るんだ？」

　ファイルを見ながら、タイラー。

「クム・ビク王女は、傭兵たちと取り引きしたようですね。ケルテにある地下資源の採掘権を手形に切ったようです」

「空手形にならなきゃいいんだけどねェ……」

「ケルテには、地下資源は豊富ですよ」

　と、レン。

「別紙にまとめておきました。御ご覧らんのように山がちな地形ながら、各種希少金属、特にプラチナとモリブデンの宝庫です。またクム・ビク王女は、個人名義でダイヤモンド鉱山をいくつか持っています」

「へえ、弱小国家かと思っていたが、侮あなどれないな」

「先王パッ・クムの時代には、政策として地下資源を温おん存ぞんしていたのですが、クム・ビク王女は、どうやら父王とは違い、外交の道具として派手に使う肚はらづもりのようですね」

「限りある遺産だがね。外部の連中に採掘を許してみたまえ。それこそあっという間に、掘り尽くされてしまうよ。目に見えている……」

　他ひ人と事ごとながら、ついつい心配してしまう。

「さらに気になる情報も、摑つかんでおります。パッ・クム王はクム・ナン王女の名義でも、金鉱や銀鉱をいくつか持っていました」

「子供が可愛いのは、どこの親も同じだなあ……」

「その鉱山を、クム・ビク王女は私兵を雇う手形に払うつもりのようです」

「ひどい話ね」

　ユリコが憤ふん慨がいした。

「妹名義の鉱山を勝手に採掘させたお金で、妹を殺すための刺客を雇うなんて……」

「自分のお腹は、痛みませんからね──」

「人間のすることかしら……」

「むしろヒジョーに『人間的』だと、僕は思うね」

　タイラーの見識は、深い。

「クム・ビク王女という人は、もしかしてとっても気の毒な人なんじゃないか？」

「かも知れない……」

　と、ユリコ。

「でも、同情はできないわ。それに、我が子の命が懸かかっているんですもの……」

「僕もそりゃ、心配だ。でも、滅多なことで手出しをするべきじゃない」

　タイラーは強い口調で言った。

「全部キサラに任せると、二人で決めたじゃないか。そうだろ？」

「ええ……でも……」

　相手は、寄せ集めとはいえ、艦隊まで繰り出そうとしている。

「大丈夫」

　とタイラー

「キサラは、君と僕との子供だ。きっとうまくやる。ヤマモトくんとこのシゲチヨだって、付いているんだ。付いているだけだけど……」

「それも心配ね」

　とユリコ。

「また泣かされているんじゃないかしら……。シゲチヨくん」

「彼のおかげで、キサラも人使いの妙を覚えてくれたからなあ……」

　感かん慨がい深げにタイラー。

「シゲチヨには、感謝の言葉もない……」

「ヤマモト元帥の意見も、聞いてみたいわね」

「彼は今、リハビリ中だ」

　とタイラー。

「息子の女装を全銀河に中継されて、イッてしまった……。ドクター・キタグチが付きっきりで看みているが、ケルテのクーデターが鎮ちん圧あつされる前に、完全復帰は無理だろう」

「彼も気の毒と言うか、何と言うか……」

「昔からね」

　と、タイラー。

「早く元気になって欲しい。もっとも元気にならない方が、幸せかも知れんがね」

　そう言って、タイラーは制服の上からコートを引っ掛けた。

「お出掛けですか？」

「うん。ちょっと懐かしい客人に逢うんだ」

　と、喜き色しよく満まん面めんに、タイラー。

「あら、言ってくだされば自分がセッティング致しましたのに……。閣下のスケジュール管理は──」

「駄目だよ。これはヒ・ミ・ツ……」

　と悪戯っぽくタイラー。

「誰に逢うのか、私にも教えてくれないのよ」

　と、ユリコ。ちょっぴり不満そうだ。

「それだけ大事な、客人なんでしょうけど……」

「まさか皇帝陛下……」

「惜しい！」

　そう言って、タイラーは鼻歌を歌いながらドアを開けた。

「それじゃ、ちょっくら行って来るよ」

「宜よろしくね」

　とユリコ。

「差し出がましいようですが、こっそり尾行させましょうか？」

　とレン。

「自分の部下には、その道のプロが何人かおりますもので……」

「いいわ」

　微笑みながら、ユリコ。

「あの人が昔の仲間に逢うのに、そんな無ぶ粋すいなことはしたくないの」

「タイラー閣下は、最高の奥様をお持ちですね」

「逆よ。私が、ろくでもない亭主を持っているの……。それに、あの人の秘密なんてたかが知れてる。尾行なんかしなくても、だいたい見当は付いてるわ」

　タイラーはユリコの、リモコン付きなのである。

「ジャスティがどう踊ろうと、それはあたしの掌たなごころの上なのよ」




「や、お待たせ！」

　談話喫きつ茶さ『ニュータキザワ』で、その相手は既にタイラーを待っていた。

「遅いぞ」

　と、彼。

「貴様はいつも、俺を待たすのだな」

「それで律りち義ぎに責めるところが、君らしいよ」

　と、座りながらウェイトレスに注文するタイラー。

「アルタイル・マテ茶ね」

「そんなゲゲボな物を飲むのか!?」

　と、驚く相手に、

「ゲゲボで悪かったな……」

　と、むくれてみせる。

「ラアルゴンではあんな物、誰も飲まんぞ!!」

「好きな奴は好きなの！」

　と、タイラー。

「他人の嗜し好こうに、いちいち口を出すなよ。そんなことだから、いまだに結婚できないんだぞ」

「結婚しないのは、私の勝手だ!!」

　激げつ昂こうした。

「貴様こそ、他人の生き方に口を挟むな！」

「おあいこだ」

「どこが!?」

　テーブルをドンと叩たたきつける。コップの水が零れて、彼のスーツを濡ぬらした。

「相変わらず、カッカし易いね」

　笑うタイラー。

「そんなだから、君はついに現役時代一度も、僕に勝てなかったんだぞ、ドム君」

「今でも現役だ！」

　ハンカチで裾すそを拭きながら、ラアルゴン共和国国防長官ル・バラバ・ドムは言った。

「それに、忘れたのか？　貴様は一度、私の捕ほ虜りよになっているということを──」

「あれは君に負けたんじゃない!!」

　タイラーにも、プライドはある。

「命懸けで任務を遂すい行こうしたゲッショウさんと、ハルミちゃんの手柄だ」

「だが、捕虜にしたのは私だ！」

　妙なところにこだわる、中年二人。

　そう、哀しいかな彼らも、いまや中年になってしまった。

「人生半ば、まだまだこれからだ！」

　と、ドム。

「必ず貴様に、勝ち越してやる!!」

「僕こそ、ぐうの音ねも出ないほどギャフンと言わせてやるぞ」

　どちらも可愛いかも知れない。

「そんなことより──」

　時代遅れなドムの、スリーピースの背広をじろじろ見ながらタイラーは言った。

「相変わらず、私服のセンスが悪いぞ。それじゃとても、堅かた気ぎには見えない……」

「大きなお世話だ。地球の民族衣装というのは、どうしてこうも窮きゆう屈くつなのだ」

　ネクタイを緩めながら、ドム。

「お忍びで来いと言うから、目立たないようにして来てやったのに……」

「あの～」

　とタイラー。

「お言葉を返すようですが、かえって目立ちまくってるんスけどねェ……」

「とにかく！」

　コホンと咳せき払ばらいして、ドムは言った。

「まずは陛下の、御言葉を伝える」

「待ってました！」

「あまりしゃしゃり出るな、パコパコ……。以上だ」

「それだけ？」

　拍子抜けする、タイラー。

「他にもっとないの？」

「これだけだ」

　と、ドム。

「陛下の万感の想いが、滲にじみ出た御言葉ではないか……」

「そうだけどね……」

　少々、ガックリきた。

「陛下が恋しいか？　タイラー」

「そりゃ、ね」

　と、パコパコ。

「でもまあ、お互い所帯持ちだし、子供もいるし……」

『贅ぜい沢たく者め！』

　と、ドムは思った。

『それでも私には貴様が、羨うらやましい……』

「おっと、前置きが長くなった」

　思い出したように、タイラーは言った。

「さっさと本題に、移ろうよ！」

「脱線しまくっていたのは、貴様だろう!?」

　いつもながらタイラーのペースには、翻ほん弄ろうされてしまうドムである。

「まあいい、ここへ来た本来の目的に移ろう……」

　そう言って、ドムは自分の隣に腰掛けていた、同席者を見た。

　そう、最初からずっと、同席していたのである。

「既に、御覧の通り……という訳だ」

「うん」

　タイラーもまじまじと、『彼女』を見た。

「完璧じゃないか!!」

「外見だけでは、ない」

　と、ドムは言った。

「中身もそっくり、前と同じだ。声もな」

「喋しやべってみて」

　と、タイラー。

「宜よろしいのですか？」

　と、鈴を転がすような声で、彼女は言った。

「この声で──」

「完璧！」

　と、タイラー。

「そうだよ!!　この声だよ。『阿あ蘇そ』に乗っていたあの頃が、甦よみがえるねえ！」

「私も貴様を、捕虜にした頃がな……」

「そうそう。この子の『先代』に、僕は危うくしてやられるところだったんだ」

　と、まじまじとタイラー。

「それにしても、生き写しだねえ……」

「バラゴム……ゲッショウは精密な設計図と、人工知能回路のバックアップを遺のこしていた。だからこうして復元も可能だったのだ」

「ゲッショウ死してアンドロイド遺す……か」

「そういうことだ」

　ドムは微笑んで、言った。

「さあ、ハルミII。今日からこの冴さえない奴が、おまえの新しいマスターだ」

「宜しくお願い致します、マスター……」

「アンドロイドに、マスターなんて呼ばれるのは、趣味じゃないな」

　と、頭を搔かきながら照れるタイラー。

「それに、彼女に対しては幾いく許ばくかの罪悪感もあるしね……」

　自ら手を下した訳ではないが、先代のハルミをブッ壊してしまったのである。

「ところで、ドム君……」

「なんだ？」

「調教したの？」

　と、小声で訊いた。

「な、何を言う!?」

　年甲斐もなく狼ろう狽ばいする国防長官。

「そ、そんなことは……。そ、それは少しは、最後の段階で『教育』らしきものは施したが、それは俗に言う乙女のたしなみというもので、けして貴様が想像しているような類いのものでは……」

「隠さなくて、いいよ」

　ニヤけるタイラー。

「ドム君もまだまだ衰おとろえる歳でもなし、たまってるんでしょ？」

「な、何を言うか貴様！」

「いいからいいから……。でも、あんまり洒落しやれにならないよ。いい歳こいた中年が、夜中に一人で精密アンドロイドを調教なんて……」

「だ、黙れタイラー……」

　小声で怒るドム。

「ハルミIIに聞こえるだろう……」

「聞こえています」

　とハルミII。彼女の耳は、人間の数百倍の聴ちよう覚かくを誇る。もともとオリジナルがスパイ用アンドロイドであるのだから、当然と言えば当然だ。

「あ──」

「悪いことは言わないよ、ドム君！」

　タイラーはポンと、ドムの肩を叩たたいた。

「君もそろそろ、結婚しよう！　まともな人の道ってのも、それはそれでいいもんだぞ」

「何か勘かん違ちがいしとらんか、貴様……」

「そりゃアザリンちゃんや、死んだ恋人に義理を立てるのもいいが、そういう美談も、そろそろ酒落にならん歳だ」

「けして陛下やサリアに、義理立てしている訳ではないのだが、今更面倒でなあ……。それに、この歳では、相手は年齢も相応か、バツイチ女しか……」

「何言ってんの、ドム君!!」

　励はげますタイラー。

「君は身長も、収入もあるでしょ!?　昔に比べれば容色は衰おとろえたけどね……。けど肌だってまだ若いし……。やっぱり毎日パックしてるの？」

「一応、ホルモン入りのクリームを──」

「だったら、ここらで真剣に考えなよ。独りぼっちの老後は、みじめだよ」

「皆でつるんで、私を結婚させたいのか？」

「最近誰かに、言われたの？」

「シア・ハスにも……」

「そうだったのか」

「もういい！　話を戻す!!」

「ちぇ……」

　この自意識過剰のおっさんをからかうのは面白いのに、とタイラーは舌打ち。

「そんなことより、貴様こそハルミIIを何に使うつもりなのだ!?」

　と、ドム。

「淫みだらなことだったら、許さんぞ！」

「大丈夫だよ」

　とタイラー。

「ハルミII……いや、ハルミさんって呼んじゃお、やっぱし。ハルミさん！」

「はい」

「君は今日から、僕の第二秘書だよ」

「贅ぜい沢たく者……」

　と、ドムが小声で唸うなった。

「何か言った？」

「別に……」

「まあいいや。とにかく、君の情報分析能力と数々の特殊能力は、必ず僕の今の仕事に絶大なる貢献をしてくれると、信じているよ」

「はい、マスター」

「だからあ、マスターってのはやめてくれよ」

　照れるタイラー。

「そうだな、タイラーでいいよ」

「はい、タイラー様……」

「様も要らない。タイラーで結構だ」

「でも──」

　と、ハルミIIは戸惑ったように言った。

「それではかえって、私が心苦しいですわ」

　反応も、人間以上に人間臭い。やはり彼女は先代同様、最高の芸術品であった。

「せめてタイラーさんと、呼ばせてください」

「それもちょっと困るな」

　笑いながらタイラー。

「なんだか職場で、疚やましいことでもしているみたいでさ……」

「充分疚しいではないか」

　とドム。

「貴様のことだ。第一秘書とやらもさぞや美人なのだろうな」

　見抜かれている。

「そんなことは、どうでもいいじゃないか」

「よくない！」

　と、ドム。

「陛下の手前もある。貴様にこれ以上、うわついたことは許さん！」

「仕事自体は、色気もなにもないんだ」

　と釈明するタイラー。

「だからせめて、花が欲しくてね……」

「ユリコさんに──」

　と、ドム。

「チクるぞ」

「君もセコくなったな、ドム君……」

　とタイラー。

「ここの払い、僕が持とうか？」

「当然だ」

　と、ドム。

「ついでに、二次会もな」

「うん」

　頷くタイラー。

「今夜は昔を思い出して、二人でとことん飲もう！」

「たまには羽目を外すか」

　ニヤリと笑って、ドムが言う。

「飲み比べなら、負けんぞ！」




「タイラー閣下、しっかりしてください、タイラー閣下!!」

　酔い潰つぶれたタイラーを介抱しながら、ハルミII。

「羽目を外し過ぎです！　まだまだ大切なお体なんですから……」

「あ、う～ん。ハルミさんかあ……」

　酒場の天井が回る。

「見事撃沈されたかあ……。あれ、ドム君は？」

「お帰りになられました」

　飲み比べは、どうやらタイラーの完敗であったようだ。

「そうか……」

「閣下に、くれぐれも宜しくと……」

　結局ハルミIIは、タイラーに対しては『閣下』で通すことに決めたようである。少なくとも、公の場では──。

「今度逢ったら、負けないぞ！」

「ボトル二本は、いくらなんでも飲やり過ぎですわ……」

　そう言って、タイラーの胸をはだけ、耳を近付ける。

　タイラーの鼓こ動どうを聞いた。

　その瞬間に、ハルミIIの人工知能に、プログラムにはない、予測不能の何かが生じた。あるいは『バグ』であったかも知れない。

「閣下……」

「酔っ払いの扱い、上手だね、ハルミさん……」

「私には先代同様、看護婦としての機能と知識も、インプットされているんです」

「道理で……。精巧な訳だ」

「酔っ払いは酔っ払いらしく、してください」

　そう言って、タイラーの手首を取る。

「脈みやく搏はく、上昇。呼吸、不規則……。典型的な急性アルコール中毒の症状ですわね」

　そう言って、タイラーの唇に、自らの形のよい唇を近付けた。

「あ……」

「呼気分析……。アルコール反応あり。アセトアルデヒド反応もありますわね。間違いなく明日は宿酔ふつかよいですわよ」

「言われるまでもない……」

「宇宙の英雄の、思わぬ弱点ですのね」

「君にはいきなり、弱いところを見られてしまったかな……」

　傍目には若い部下と不倫している、上司にしか見えまい。それも、見た目にはあまり冴えない上司である。

「宜よろしいんですのよ」

　と、ハルミIIは言った。

「私には遠慮なく、いくらでも弱いところを見せてくださって……。それが、何故かしら嬉しいんです。奇妙なものですね。そのような『感情』は、私にはインプットされていないはずですのに……」

「君は精巧過ぎるようだ。僕には危険な、玩具おもちやだよ、ハルミくん……」

「ここは、プライベートな場所ですのよ」

　と、ハルミII。

「ハルミって呼んで」

「滅めつ相そうもない！　僕には妻子が──」

　思わず身を強張らせるタイラー。

「くそっ、ドムめ！　とんでもない物をよこしやがって!!」

　立とうとしたが、頭が割れるように痛み、足元がフラついた。

「無理をなさらないで」

　背中をさすりながら、囁ささやいた。

「御心配なく。職場では完璧な第二秘書を、演じて御覧に入れますわ」

「じゃ、秘書として君に、最初の任務を……頼む」

　とタイラー。

「何なりと……」

　微笑むハルミII。

「水！」

「了解しました」

　ハルミIIはコップの水を、敬愛する上司に飲ませた。口移しで──。

「どう？」

「罪悪感と酔いで、頭が割れそうだ……。娘ほども歳の離れた君に……」

「あら？」

　笑う。

「私は閣下のお嬢さんより、遥はるかに年下ですのよ。製造されて、まだ半年も経ってはおりませんもの」

「そういう問題じゃ、なくてだな……」
















　弱った。

『こりゃ先代の、崇たたりかな……』

　ほぼ間違いなく、そうであろう。




「こんなことだと、思ったわ……」

　そんな二人を、物陰から見ている者がある。

「あなたの言う通り、来てよかったわ。レン……」

「ええ。でも……」

　と、レン・アンダーソンは怖々言った。

「お連れしない方が、よかったかも……」

　タイラー夫妻の、平和のために。ひいては宇宙の、平和のために──。

「いいのよ……」

　無理して微笑みながらユリコ。間違いなくタイラーは、この後平手打ちだろう。百発や二百発で、済めばよいが──。

「たまには羽目を外すことだって、必要よねえ……」

「はい……」

「それに、あの甲か斐い性しよう無なしを、少しは見直したわ」

「はあ……」

「それに、まあまあ美人じゃない。ブスだったら、許さないところだわ」

「そういうものでしょうか……」

「あなたも今に、わかるわよ、レン」

「はあ……」

　恐縮しまくっている。ピリピリした気持ちがこちらにまで伝わってきて、いたたまれないのだ。

「そうだわ」

　と、ユリコ。

「ねえ、レン。共同戦線張らない？」

「共同戦線、ですか……？」

「そうよ。あの新しい第二秘書は、あなたと私、両方のライバルだもの」

「そうなりますか……」

　正直巻き込まれたくは、なかった。

「そうよ！　あなたも油断してると、第一秘書の座を、奪われちゃうわよ！」

「あ、そういう意味で……」

　少々ほっとした。

「いいこと。今日からあなたと私は、戦友！」

　有無を言わせぬ、口調である。

「あんなお人形さんみたいな女に、あの人を奪われないように、一致団結しましょ」

　お人形さんそのものなのではあるが──。

「いいわね！」

「は、はあ……」

　頷うなずくレン。頷くしかない。

「わかりました、奥様……」

「それにしても、あのだらしない様はどう？」

　呆れるユリコ。

「本当にあんなのが、銀河を救ったのかしらねえ……」

『でも──』

　レン・アンダーソンはユリコに言いたかった。

『あなたが惚ほれたのは、銀河を救った英雄ではなく、あの子供のような笑顔の、タイラーではないですか』

　と──。

『少なくとも、あたしもそうなんです……』

　共同戦線がいつまで維い持じできるか、疑問と言う外ほかはない。










　第十九章　お約束の艦隊戦




「ゆるりと完全包ほう囲いされてますな……」

　全天空レーダースクリーンを見ながら、呟つぶやくようにラルゴが言った。

「こちらの射程の、ギリギリ外にいる。真ま綿わたでくるむようにじわじわ絞め上げられた格好です。手も足も出ねえってのは、このことかな？」

「その代わり、向こうの主砲もこちらには届かない」

　と、キサラ。

「それでもって、間合いを詰める時は、一気に詰める。強力な敵一隻を、多数で襲撃する時の常じよう套とう手段よ。士官学校でちゃんと習ったわ」

「いずれにせよ、状況はこちらに、圧倒的に不利だ」

「それにしちゃ、楽しそうだよ、ラルゴ」

「お嬢もな」

　二人は目配せして、笑い合った。

「こういう状況になると、燃えるのよね」

　とは、キサラの弁。

「やっぱり血は、争えないかな……？」

「俺もだ」

　と、歯を見せるラルゴ。

「相手が多いほど燃えんのは、宇宙海賊も同じだぜ！」

「ようやく自分たちが救世主って、実感が湧わいてきたわ……」

「だな。こうでなくっちゃ」

「二人とも、事態はそんなに悠ゆう長ちようじゃないんだよ」

　おろおろしながら、二人の顔色を交互に窺うかがうシゲチヨ。

「敵がその気になれば、こっちは一瞬で、やられちゃうんだから──」

「やっぱり心配症だな、シゲチヨは」

　ラルゴが笑った。

「そうそう。やはり血は争えないというか……」

「これで半分は戦争大好きのラアルゴン人だっていうんだから、信じられんわな」

「そ、そんなことより──」

「大でえ丈じよう夫ぶだ」

　と、自信たっぷりにラルゴ。

「敵は絶対に、手出しはしてこねえ」

「ど、どこにそんな根拠が……」

「簡単だ」

　と、ラルゴは説明した。

「確かに戦力差は、圧倒的だ。しかし、それでも遠巻きにするだけで攻撃を仕掛けてくる気配はねえ。これは何を意味するか……。それだけの理由があるってこった」

「こっちにクム・ナンが乗っているから？」

「いや、違うね」

　と、キサラ。

「むしろそれだけなら、敵は強襲してくるはずよ。クム・ビクにとっちゃ、強力なライバルを一瞬で葬り去る絶好のチャンスだ」

「その通りだ！」

　とラルゴ。

「さすがは一応士官学校だな」

「一応はよけいじゃ！」

「じゃあ、なんで……？」

　首を傾げるシゲチヨ。

「あたしたちが乗ってるからだ」

　と、キサラ。

「僕たち？」

「そう。何と言ってもあたしと、ついでにおまえだ、シゲチヨ」

「つ、ついで……」

「いちいち落ち込むな！　敵は既に、知っているはずだ。この『ギュローメ』に乗っているのが、元汎はん銀河共和国大統領のご令れい嬢じようと、前惑星連合宇宙軍司令長官の息子だってことをね」

「な、なるほど」

　考えてみれば、凄すごいコンビだった。

「こいつは強力な、切札よ。敵としちゃ、迂う闊かつに手出しはできない。もし『ギュローメ』を沈めてしまうようなことがあれば、それはとりもなおさず惑星連合全体を本気で敵に回すことになる。いくらクム・ビク王女がわからずやのあんぽんたんでも、そこまで馬鹿じゃないわ、たぶん……」

「僕たちがクム・ナンの盾たてになれるとはなあ……」

　頷うなずくシゲチヨ。嬉しそうだった。

「忘れんな、シゲチヨ。おまえはまず、あたしの盾でもあるんだ」

「はいはい……わかってるって」

「なんか最近、返事がおざなりだなあ……」

　キサラとしてはシゲチヨに、もうちょっと律義に、いちいち傷付いて欲しいのだ。それが面白いのに──。

「で、敵はどう動くと思いますか？」

　それまで黙って、一同の会話をじっと聞いていたクム・ナンが静かに言った。

「敵は次にはどう動くと──」

　相変わらずルクサーの修道院にいた時と同じ質素な格好のままの王女である。キサラやラルゴが艦長席に座るように勧めても、ただ微笑んで辞退し、助手席にひっそりと座っている。またそれが、いかにも彼女らしいのだ。

「まあ、常識から考えて、包囲を解くとは思えねえ」

　ラルゴが言った。

「俺が敵なら、このまま持久戦だな」

「持久戦……」

「要するにクム・ビク派としちゃナン王女、あんたに惑星ケルテの地上に降りて来てもらっちゃ困るんだ。かと言って、迂う闊かつに手出しもできねえ」

「それでこのまま、持久戦ですか」

「そう。にらめっこだ」

「しんどい戦いに、なりそうですね」

「まず食糧が、心こころ許もと無ない」

　ラルゴは言った。

「せいぜいあと、一か月分しかねえ」

「そんなに……」

　逼ひつ塞そくしていた。

「何しろ大喰らいが、揃そろっているからね」

　ラルゴを横目で見ながら、キサラ。

「一人で十人分食う奴ばっかりだ」

「へ、人のことは言えまいぜ、お嬢」

　鼻で笑うラルゴ。

「あんたも見掛けによらず、瘦せの大喰いだしな……」

　この艦ふねで食が細いのは、菜食主義者のクム・ナンくらいなものだろう。

「さすがに兵糧攻めは、キツいしね……」

「敵としちゃ、こっちの食糧が尽きて、内部崩壊が起きるのを待っているんだろう」

「内部崩壊なら、もう始まっているかも……」

　と、シゲチヨ。

「そうだね」

　と、そのシゲチヨの両こめかみを、拳げん固こでグリグリするキサラ。

「士気を乱すな！　大馬鹿者!!　それこそ敵の、思うツボだろが!!」

「はい……」

「俺が敵なら……」

　と、ラルゴはさらに言った。

「内部崩壊を、促そく進しんさせるような手を打つだろう。それによって、クム・ナン王女が艦内で浮き上がるような事態にでもなれば、しめたものだ。そうなった頃合を見計らって、包囲を解く交換条件に、王女の身柄を引き渡すように交渉する」

「渡しゃしないって!!」

　とキサラ。

「何があろうともね」

　クム・ナンに微笑んだ。

「ありがとう……キサラ……」

　微笑みを返す、クム・ナン。

「それが駄目なら──」

　と、ラルゴはさらに言った。

「また艦内部に刺し客かくを差し向けて、クム・ナン王女を亡き者にしようと画かく策さくするだろう……」

「クム・ナンから離れない方がいいな」

　キサラはシゲチヨを見た。

「いざという時はあたしたちが、盾になるんだよ」

「わかってる……」

　覚悟の表情の、シゲチヨ。

「まずおまえ。それからラルゴ。そしていよいよという時には、あたしだ」

「そ、そうだね……」

　心なしかひきつるシゲチヨ。

「ありがとう、みんな……」

　うなだれるクム・ナン。

「私のために、そこまで……。でも、私一人のために皆を危険な目に遭わせるのは、忍びない……」

「あなた一人のためじゃないわ」

　とキサラ。

「ケルテの未来のため。ひいては銀河全体の、平和のためよ！」

「済まない……」

「正体不明の、物体接近！」

『ギュローメ』のブリッジに、緊張が走った。

「敵の包囲網の外側からでやす!!」

　オペレーターが叫ぶ。

「何か、カプセルのような……」

「また殺し屋か!?」

　ラルゴが顔をしかめる。

「爆弾ってことも……」

「危険物反応は、ありやせん」

　オペレーターが言った。

「爆弾や魚雷、機雷の類いではないようですが……」

「いずれにせよ、油断するな」

「この状況下で、油断も糞もありやせんぜ」

「それもそうだが……」

「分析完了！」

　計測員が言った。

「何だ!?」

「た──」

　叫ぶ。

「宅配便です!!」

「宅配便!?」

　意外だった。意外すぎる。

「差出人は？」

「か、解析してみます……」

「急げ！」

　そうこうしている間に、宅配便のカプセルはゆっくりと、『ギュローメ』に接近して来る。遠巻きにした敵もどうしてよいかわからず、右往左往している感じだ。

「解析できやした」

「どこからだ!?」

　業を煮やした、ラルゴ。

「ゆ、ユリコ・タイラー……!?」

「タイラー!?」

「ママ！」

　キサラが目を丸くした。

「パパからならともかく、あのママからだなんて……」

「受取人は、ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラーとなってます」

「おおかた娘が心配になったんだろうぜ」

　と、ラルゴ。

「母親というのは、奇妙な人種だ。おおかたあの中身は、どうしようもないガラクタで一杯のはずだぜ」

「あなたらしくない台詞せりふね、ラルゴ」

「俺だって、木の股またから産まれた訳じゃねえ……」

　やがてビデオスコープでも、確認できる距離までにカプセルは接近した。『黒ペリカンの飛ひ脚きやく便びん』と書かれた気密性ハイパー段ボールの専用箱には『天地無用』のステッカーが貼られている。

「よく包囲網を、突破できたな……」

「あまりにも唐とう突とつでやしたからね……」

　副官セザンが呟つぶやく。

「普通あれは、手出しできませんや」

「そういう問題かな？」

「どうしやす？」

「敵の罠わなかも知れんが、それも面白い！」

　いかにもラルゴらしい決断であった。

「回収ハッチを開けろ。だが開封には油断するな。マニュピレーターを使って装甲のあるところで、慎重にやれい！」

　決断は天使のように大胆に、ただし悪魔のように細心にが、海賊ラルゴのモットーである。

「その必要も、ないみたい」

　と、キサラ。

　ハイパー段ボール箱に貼られた、ラベルを読んだからだ。

「あれは間違いなく、ママの筆ひつ跡せきよ」

「なるほど……。綺き麗れいな字だ」

　ラルゴでさえ、その流麗な筆跡には思わず見とれた。

「字の巧さは、遺伝しなかったな」

「パパよりは、ましよ！」

　むくれるキサラ。

「あたしの字は、まだ読めるもん!!」

　宅急便が、回収された。

　慎重に、マニュピレーター（遠隔義手）を使って開封作業が行われる。

「内部質量……正味五十一キログラム！」

「重いな」

「しかも、単品のようでやす!!」

「いっそ女なら、いいのにな……」

　だがそのラルゴの冗談が、図はからずも的中する。瓢ひよう簞たんから駒が出た。

「げ──」

　梱こん包ぽうの中から現れたのは、全裸の美女であったのだ。繭まゆのように、体を丸めていた。

「何の冗談でやしょ？」

「やはり罠だったのか……」

「ママの趣味も、変わったわね」

　呆あきれるキサラ。

「パパの仕業にしたところで、ちょっとお下品だわ」

「と、とにかく──」

　ごくっと生なま唾つばを吞み込みながら、モニタースクリーンに顔を近付けるようにして、ラルゴは命じた。

「ま、まず、服をお持ちしろ！」

「無ぶ粋すいな命令でやすな」

　不ふ承しようぶしょう、セザンは従った。

「しかし服といったって、女物の服はお嬢じようのしかありませんが、ありゃどう見てもサイズが合いませんぜ。特に、胸の辺りが──」

　涎よだれを垂らしながら、セザン。

「悪かったわね！」

　セザンの頭を足蹴にしながら、キサラ。

「男って……」

「私用の服を……」

　と、クム・ナンが言った。

「どうせ私には、似合わないものですから──」

　王女のためにと用意された、それなりの服が何着も『ギュローメ』にはあった。ただしクム・ナンが自前の衣で通しているので、袖も通されていない。

「ああ、あれならお誂あつらえ向きだぜ!!」

　頷うなずくラルゴ。

「しっかし、あの窮きゆう屈くつな格好で、よくいられたな」

「あれは人間じゃありやせんぜ」
















　分析したオペレーターが言った。

「すっごく精巧な、女性型アンドロイドです。それも、見掛けは区別つかないほどに完璧な有機アンドロイドです。人造人間と言った方が正確かも知れやせんね」

「ほう、すると、何かな……？」

　目を細めるラルゴ。

「俺たちの退屈を慰なぐさめてくれるための、その……南極何号とかいう……」

「順番を、ジャンケンで決めやしょう」

　と、セザン。

「馬鹿野郎！　俺が先に決まっとろうが!?」

「いくら頭かしらでも、こればっかりは譲れやせんぜ！」

「おのれら～」

　キサラがラルゴとセザンに、往復ビンタをくれた。

「頭を冷やして来～い！」

「はい……」

「あ、動いた！」

　シゲチヨが叫ぶ。

「な、なんて……」

　彼は思わず呟つぶやく。

「綺麗なんだ。女の人の体って、こうなってたのか……」

　ハルミIIは先代同様完璧なプロポーションであり、ある意味では人間以上に人間のあるべき姿を具現する存在であった。むろん、ヘアーまで忠実に再現されている。

「す、素晴らしい……」

「シゲチヨ、てめえ！」

　キサラは思わずシゲチヨをしばき倒そうかと思ったが、わざわざ彼女が手を下すまでもないことだった。

　次の瞬間に大量の鼻血を滴らせたシゲチヨは、両手で鼻を押さえて、仰あお向むけに卒そつ倒とうしていたのである。




「ハルミIIと申します……」

　クム・ナンのために誂えた服は、やはり彼女には小さすぎた。半分はだけたようになった胸元に、海賊たちの視線が殺到した。

「ハルミと呼んでくださいな」

「は、はい。ハルミさん……」

　興奮しながら、ラルゴ。

「あなたのおかげで、女性らしい女性のいなかったこの『ギュローメ』の殺さつ伐ばつとした雰囲気も、大幅に改善されることでやしょう」

「ふんッ！」

　ラルゴの顔面に、裏拳を叩たたき込むキサラ。

「ど～せあたしゃ、女らしくねえよ！」

「ふ、ふびばへん……」

　顔を押さえるラルゴ。でも嬉しそうだ。

「で、何のためにこの『ギュローメ』に？」

　尋じん問もんするかのような口調で、キサラは言った。

「はっきり言って、とっても迷惑なのよね。艦内の殺伐とした雰囲気は確かに和なごむでしょうけど、和み過ぎよ！　あなたがいると、みんなが浮き足立っちゃって、それどころか余計な争いの種になるわ」

「はい。確かに……」

　と、ハルミIIは言った。

「私の先代は、二十年前にラアルゴンの手によって造られ、惑星連合宇宙軍の艦ふねに送り込まれたと聞いています。キサラさん、あなたのお父様の乗る、巡洋艦『阿蘇』でした」

「パパの艦……」

「先代の任務は攪乱目的でした。そのためには、私のこの外見はうってつけでしょう。先代も、私と同じ顔でしたから……」

「そこまでわかってて、どうして？　あなたのその整い過ぎた外見が、この艦の飢えた男どもにどれほどの悪影響を及ぼすか……。狼の群れに、兎を投げ込むようなものよ。たちまち奪い合いが始まるわ」

「それは、わかっています……。しかし、私はこの艦以外に、行くところがないのです。どうか、置いてやってください。お役に立てることもあるでしょう……」

「どういうこと？」

「実は──」

　困惑しきった表情で、ハルミIIは言った。

「あなたのお母様に、お父様……タイラー元帥閣下の第二秘書として、不適格のレッテルを貼られてしまいました」

「そりゃね……」

　と、キサラ。

「美し過ぎる秘書なんて、職場に波風立てるようなものよ。だからと言って、あたしに押し付けられるのも迷惑だわ」

「そんなこと言わないで、置いてあげましょうや、お嬢……」

　ラルゴが言った。

「ねえ……」

「あんたは黙ってて！」

　有無を言わさぬ、キサラの口調。

「決めるのは、あ・た・し！」

「へい……」

「弱ったなあ……」

「でも。私の能力は、もともと秘書よりもスパイだとか、破壊工作任務に向いているんです！」

　必死に自分を売り込むハルミIIであった。

「その方面の任務なら、自信があります！」

「わかってるわよ……」

　とキサラ。

「特に、敵の艦に送り込んで、内部から崩壊させるような任務にはうってつけでしょうよ」

「はい……」

　うなだれるハルミII。そのひとつひとつの仕し種ぐさが、男心を惹ひき付けてやまない。そこまで計算して、造られているのだった。存在自体が罪作りな人造人間であった。

「まったくママも、何考えているんだか……」

「やっぱり私は、先代同様スクラップにされる運命なんでしょうか……？」

「あたしだって、そこまで冷酷非情じゃないわよ」

　と、キサラ。

「でもまさかあなたを、男どものいる仕事場に置く訳にもいかないし……」

「あっしらはち～とも、構わないんでやすが……」

　上の空の、セザンである。

「これだ……。まったく艦内に、爆弾を抱えるようなものよ。ただでさえクム・ナンの護衛で、大変だっていうのに──」

　ふと、キサラの脳裏に閃ひらめくものがあった。

「待って、クム・ナン？　これよ！」

　まさしく天てん啓けいであった。

「あなた、クム・ナンの護衛役、できる？」

「私の任務は、どちらかと言えば、暗殺向きなのですが……」

　と、ハルミIIは言った。

「でも、その逆の護衛も、やろうと思えば出来ると……思います」

「やってもらわなくちゃ、困るのよ！」

　キサラは言った。

「それしかあなたを、この『ギュローメ』に置いとく策てがないのよ。あなたがクム・ナンを片時も離れず護衛することで、あなた自身も飢えた海賊どもから隔離しておける。名案よね！」

「そう思います。じゃあ、置いていただけるんですね！」

　ハルミIIの表情が、パッと明るくなった。

「申し遅れましたが、私、看護婦としても働けますので──」

「いざとなったら、あてにしてるわ。でも、あなたの任務は第一に、クム・ナンの護衛。身を盾にしても、王女を護るのよ」

「任せてください」

　とハルミIIは頷うなずいた。

「私の体は、少々壊れても補修が利きますからね。でも、人間は壊れたらそれっきりですから……。やります！」

「頼りにしているわ」

　不意に、『ギュローメ』の艦体に衝撃が走った。

「何ごと!?」

「敵襲です！」

「敵襲!?」

　オペレーターの報告が、キサラを驚かせた。

「迂う闊かつに手出しできないんじゃ……？　惑星連合を本気で怒らせる気？」

「敵も業を煮やしたんでしょう。包囲網を詰めてきました。今は威い嚇かくだけですが、こっちがクム・ナン王女を引き渡さねば、本気の攻撃に転じるつもりでしょう」

「そんな脅しに、屈してなるもんですか？」

　キサラの決意は、固かった。

「ハルミさん」

「はい、キサラさん！」

「早速あなたは、王女の護衛を。どんなことがあっても、彼女を護り抜くのよ!!」

「任せてください！」

　とてもアンドロイドとは思えないくらいに、ハルミIIの瞳ひとみは輝いていた。

「敵は!?」

「三十隻！」

　と、ラルゴが叫ぶ。

「戦艦までいるな。旧式だが──」

「まともに撃ち合ったら、勝ち目はないよ」

　おろおろするシゲチヨ。

「わかってるよ！」

　と、キサラ。

「わかりきったこと言うな!!　気が滅め入いる！」

「でも──」

「すっこんでろ、ボケ！」

「はい……」

　ブリッジの隅に行って蹲り、フロアに『の』の字を書き始めるシゲチヨ。

「──ったく。あれでよく軍人になろうとか思ったもんだ」

「キサラ……」

　ハルミIIにぴったりと、マンツーマンの護衛を受けながら、クム・ナンがキサラの耳元で囁いた。

「私の命よりも、いざとなったら皆の命の方の優先させてください」

「わかってる！」

　と、キサラ。

　彼女は本気で思案していたのだ。勝つための思案を、である。

「でも、あんたの命もあんた一人の命じゃないんだ。わかってるね!?」

「はい……」

「だったら、任せな」

　猛烈な早さで、彼女の脳細胞が活動を開始する。

『どいつもこいつも、注文が多い！』

　だがそれが、逆に励はげみにもなる。

「お約束の、艦隊戦か……」

　このような状況を、彼女はそれこそ子供の頃から夢見てきたのだ。少々（？）不利でも、張り切らない訳がない。

「やったろうじゃん！」




「始まるぞ」

　と、少し離れた宙域では、その様子を見物している小型宇宙艇がある。

「いよいよだな」

「本当に、宜よろしいのですか？」

　と、操縦桿を握っている金髪の美中年が言った。

　ハロルド・カトリ予備中将であった。

「今からでも、援軍を──」

「その必要は、ない！」

　後部座席で、ジャスティ・ウエキ・タイラーは凜りんとして断言した。

「子供の喧けん嘩かに、親が出ることもあるまい」

「しかし、状況は圧倒的に……」

「僕を信じろ、カトリ！」

　と、タイラーは言った。

「キサラは僕の娘だ。あれしきの敵、自分一人の裁量でどうにかできなければ、到底僕の後継者としての見込みはない!!　僕と一緒にやっていた頃を思い出せ。あれ以上の絶体絶命を、何度潜り抜けてきたと思う!?」

「ですが、ただ指をくわえて見ているだけというのも……。自分があの輪の中に飛び込んで行きたい気持ちで、一杯なんです！」

「我慢しろ！」

　と、タイラー。

「この僕が、我慢しているんだ!!」

「閣下……」

　振り向いて、カトリは愕がく然ぜんとなった。

　タイラーが、震えていた。笑顔ではあったが、その握り締めた拳が、小刻みに震えていたのだ。かつて自分のピンチには、どんな時にも、少なくとも仲間たちが見ている前では、動どう揺ようする素振りさえ見せなかったあのジャスティ・ウエキ・タイラーが、である。

「わかりました……」

　頷うなずくカトリ。

「我慢……します。閣下が我慢なさるのなら──」

「あいつには、与えるだけの『武器』は与えておいた……」

　と、タイラー。

「少々過保護過ぎたくらいと、反省しているんだ。少なくとも僕には、そんな物は最初から何もなかったんだからね……。だが、一人の親としては……」

「わかります！」

　と、カトリ。

「自分も親ですから!!　いかにそれが、難しいか……。泣いて我が子を千せん尋じんの谷底に突き落とす、獅子の心境ですね」

「這はい上がれよ、キサラ……」

　と、あのタイラーが『祈った』。

「僕の娘であることを、証明してみせてくれ。これがおまえの、デビュー戦なんだから……」










　第二十章　参謀シゲチヨ、提督キサラ




「いいかい、キサラ」

　と、父であるジャスティ・ウエキ・タイラーは彼女が士官学校への進学を決め、それを両親に打ち明けた時に、こういったものである。

「おまえが決めたことなら、反対はしない。ただ、ひとつだけ言っておくことがある」

「なに？」

　その頃から不ふ遜そんなキサラは、親を親とも思わぬ態度で言った。

「おまえは、父さんと同じ道を歩むことになる訳だ」

「どっちかというと、ママと同じ道を歩みたいな……」

「だが軍人である以上、おまえは嫌でも『偉大な』父親と、較くらべられることになるんだ。その覚悟は出来ているだろうね？」

　こくんと頷うなずく、十四歳のキサラであった。

「それは並大抵のことでは、ないということだよ。おまえのライバルはこのジャスティ・ウエキ・タイラーということに、皆が勝手に決めてしまうんだ。もちろん、親の七光で有利な点もある。だがメリットよりも、デメリットの方が大きいということだけは、覚えておいた方がいいな」

「うん」

「おまえがどんなに自分の力で手柄を立てても、あれは親の七光だからと、この先うんざりするほど言われることになるだろうな。ま、その度におまえが、父さんの偉大さを再確認してくれるのだから、こっちとしては密かに嬉しい。ウッシッシ……」

「それも覚悟の内よ」

「よく言った！　だが、想像を絶する苦難だろうな。おまえが本当に認められるのは、父さんを追い越した時だ。その時ようやく、おまえはジャスティ・ウエキ・タイラーの娘ではない、ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラーとして評価されるんだ。だが、口で言うほど易しくはない。だから父さんは、嬉しい反面心配なんだ」

「大丈夫よ」

　と、キサラ。

「じきに追い越してあげるから。今にパパが、『あれがキサラの父親だ』と言われるようになるわよ」

「生きてる間に、してくれよ」

　と、タイラー。

「もっとも父さんは、あと九十年くらいは、生きているはずだがね。できればまだ少しは、若さの残っているうちがいいな……」

「パパの夢に付き合ってあげられるほど、暇ひまじゃない」

　とキサラは撥はね付けた。

「でも大丈夫。あたしには、パパにもなかった武器があるから──」

「武器？」

「そう」

　と、キサラは科しなを作った。

「ママ譲りの、ビ・ボ・ウ、よ」

「それも父さんにとっては、心配の種なんだがな……」

　自分のことでは微み塵じんも心配しなかった天下のタイラーも、この娘のこととなると、話は別だった。トントン拍びよう子しだった運命に、今となって逆襲されているとも言える。

「でも階級ひとつとっても、パパを追い越すのは並大抵のことじゃないと思っているわ」

「そうだね」

　とタイラー。

「元帥より上は、ないからな。だがまあ、惑星連合宇宙軍にはまだ女性の元帥はいないから、おまえが元帥になれれば、まずそれだけで評価されるだろう。どうにか父親と対等といったところかな？」

「冗談じゃないわ！」

　と、キサラ。

「あたしの夢は、そんなにセコくない!!　あたしにはあたしの、でっかいヴィジョンがあるんだから……」

「ほう」

　タイラーは感心した。

「初耳だな。よかったら、そいつを聞かせてくれないか？」

「ええ。まずあたしにとって、軍隊は単なるワンステップだということ。売ばい名めいのためのね。士官学校を出たら、まず二十代前半で中佐か大佐くらいになって、手柄を立てて、惜しまれつつ退役するの」

「勿もつ体たいないな。軍人で面白いのはそこからだぞ。提督になって、艦隊を縦横に操あやつる悦よろこびも知らないうちに、退役か？」

「パパとはちょっと、価値観が違うのよね」

　と、キサラ。

「それからあたしは、美貌の元軍人として、社交界に颯さつ爽そうとデビューするの。全盛期のアザリン陛下すら、足元にも及ばないくらいの人気と喝かつ采さいを博するのよ」

「それはまた、大きく出たな」

　と、タイラー。

「父さんだけじゃなく、陛下までライバルにしてしまうのか……。ま、目標が大きいのはいいことだ」

「そう。そして銀河に遍あまねく名前を知られたあたしは、三十代にして銀河のどこかの星に引退して、男どもに傅かしずかれながら、悠々自適の余生を過ごすの。完璧でしょ、どう？」

「う～ん」

　父は唸うなった。

「気宇壮大であるとも言えるし、どこかセコくてせせこましいとも言えるなあ……」

「せせこましい？　この素晴らしい酒と薔ば薇らの人生設計が？」

「まあおまえの人生はおまえの人生だから、父さんは何も言わないがね……」

「ママは一言、言わせてもらうわよ」

　と、ユリコ。

「あなたにはまだ、現実が見えていないわね。笑っちゃうわよ」

　本当に笑っていた。

「どういうこと？」

　むくれるキサラ。

「だって……」

　と、母は言った。

「あなたの性格からして、案外手近なところで妥だ協きようして、さっさと結婚してしまうのは目に見えているもの。大風呂敷を広げたって、意外と小さな幸せで満足してしまうような気がするわ」

「ママ、覚えてらっしゃい！」

　とキサラ。

「あたしが御殿を建てても、ママの部屋はないからね！」

「はいはい……。ママの老後は御心配なく。ちゃんと自分の退職金だけで、悠々自適ですからね」

「もう……!!」

　その時はむくれた、キサラである。

「手近なところで妥協ですって!?　どこにこのあたしの、崇すう高こうな理想に適うオトコがいるっていうのよ。情けないのばっかしじゃない。特に、シゲチヨ……」

　だが、そのシゲチヨが、妙に気になる。

「ま、ペットだとしたら、愛らしいけどね」

「これこれ。シゲチヨくんをペット扱いするのは、やめなさい」

「パパに言えた義理はあるの!?」

　とキサラ。

「自分だって、かつては陛下のペットだったくせに!!」

「それが密かな、誇ほこりなんだがな……」

「だったらシゲチヨも誇りに思うでしょうよ。このあたしの、ペットだということをね」

　そのシゲチヨは今、確かに彼女のペットとして、傍かたわらにいる。

「最高の、布ふ陣じんだね」

　と、腰に手を当てた英雄のポーズで、キサラは『ギュローメ』のブリッジに仁王立ちである。回りはすべて敵だ。戦力比は四十対一──!!

「御機嫌じゃん！」

　と、キサラは笑った。

「どっからでも、かかって来なさい！　あたしは誰の挑戦でも、受ける！」

「はぁ～」

　その横ではラルゴとシゲチヨとが、並んで肩を竦すくめ、ため息を分かち合っていた。

「まったく……」

「この圧倒的に不利な状況下で、どこからあんな自信が湧わいてくるんだか……」

「決まってるじゃない！」

　叫びつつ、振り向くキサラ。

「こっからよ!!」

　バンと自分の胸を叩たたいた。

「ハルミさん！」

「はい、キサラさん」

　さっき仲間になったばかりの、アンドロイドのハルミIIが応える。

「クム・ナンを連れて、艦長室に入ってて。あそこは装甲張りで、少々の攻撃にも耐えるから──」

「はい」

「しかしキサラ……」

　促うながされつつ、クム・ナンは眉を顰ひそめた。

「あなたは大丈夫ですか？」

「だぁいじゃうぶ！」

　とキサラ。

「敵のビームの方で、あたしを避けて通るから──」

「シゲチヨさんは……」

「あら、知らなかった？」

　さも心外そうに、キサラは言った。

「シゲチヨは、あたしの許しなしに、勝手に死んじゃいけないんだよ！」

「し、知らなかった……」

　とシゲチヨ。生せい殺さつ与よ奪だつ、キサラの思うままということだ。辛い。

「心配要らないよ」

　微笑むキサラ。

「あなたはケルテで、いい王様になることだけ考えてて……」

「はい」

　微笑むクム・ナン。

「そうします」

「こちらへ、陛下──」

　ハルミIIに促され、艦長室へ。

「さて、いっちょやるかあ……」

　腕まくりするキサラ。なんのかんのと言ったところで、誰が見てもタイラーの娘であった。

「面白くなってきやがった」

　見栄や虚きよ勢せいでなく、ワクワクしていた。

「敵の旗艦は、どこだ？」

「おそらく前方の、戦艦でしょう」

　セザンが言った。

「敵艦隊は明らかに、あいつを中心に動いていやす」

「よし、決まった！」

　と、キサラは命じた。

「全速前進！　敵旗艦と刺し違える覚悟で、あいつに突っ込め!!」

「ほう……」

　ラルゴが感心したように唸うなる。

「さすがはお嬢じよう、誰に教えられるでもなしに、艦隊戦のやり方を知ってやがる……」

「艦隊戦と言うよりは──」

　と、シゲチヨ。

「喧けん嘩かですけどね……」

「それでいいんだ」

　とラルゴ。

「つまるところ、艦隊戦というのは、艦ふね同士のケンカだからな」

「突っ込め！」

　とキサラ。

「目指すは敵の旗艦だけだ！　他には目もくれるな!!」

「合点！」

　キサラの指揮下に入ることで、海賊たちも活きいきしてきた。既にしてキサラは、完璧に人心を掌しよう握あくしている。

　敵旗艦に向け、驀ばく進しんする『ギュローメ』。

「敵の砲撃が、熄やんだ……」

　とシゲチヨ。

「そうだろう」

　と腕組をして、ラルゴ。キサラに任せきりである。それでよいのだ。

「敵もあまりのことに呆あつ気けに取られた上に、今撃てば旗艦に当たる。『ギュローメ』は敵艦隊と旗艦との間に割って入る格好になった……」

「さすがはキサラ！」

　と、快かい哉さいを叫ぶシゲチヨ。

「咄とつ嗟さにそこまで、計算して──」

「いや……」

　と、首を振るラルゴ。

「お嬢自身、そこまで計算してやったんじゃあるめえ。ただ、勘に従って決断したら、たまたまそういう結果になっただけだ。だが、考えようによっちゃ、これは恐ろしいぜ。何という強運！　それにも増して、天性の勝負勘。お嬢はひょっとして、生まれついての、提督だぁな!!」

「ラルゴ親分」

「ん？」

「僕たち、解説キャラですね……」

「────」

　たちまち敵旗艦が、眼前に迫った。

「ぶつかる！」

　と、操そう舵だ手。

「だがコースを変えたら、敵から狙い撃ちだ!!」

　と解説おじさんと化したラルゴ。

「どうする、キサラ!?」

「アニメなら、ここで次週に続くパターンなんですけどね……」

　とシゲチヨ。

「生あい憎にくとこれは、現実だ。一週間も考えている余裕はないぞ。二秒で答を、出さないと……」

「大丈夫だ」

　とラルゴ。

「どうやらお嬢には、最初から答が出ていたらしい」

「────!?」

「ぶつかる!!」

「お嬢、早く命令を!?」

　ブリッジ全員の目がキサラを見た。

「お嬢！」

「コースを変えるな！」

　と、キサラは仁王立ちになって叫んだ。

「何があろうと、今の進路を死守せよ!!」

「しかし、それじゃあ……」

「ぶつかっちまいますぜ！」

「そう」

　頷うなずいて、キサラは微笑んだ。

「それでいい」

「それじゃあ!?」

　海賊たちの頰ほほが、ぱっと輝いた。

「やるんで？」

「何のために、艦首に衝角ラムが付いていると思ってんの！」

　と、キサラ。

「衝角戦ラミング、用意！」

「やったあ!!」

　海賊たちは、その命令を待っていたのだ。

「これぞ海賊戦法の、真しん骨こつ頂ちようよ!!」

　伝統的に宇宙海賊は、艦首の衝しよう角かくで敵艦のどてっ腹を突き刺して沈める衝角戦が大好きなのであった。先祖からの血が騒ぐのだ。

「全員、手近な手て摺すりに摑つかまれ！」

　キサラがそう命じた直後、

　ずうううん

　という、腹の底から突き上げるような衝撃が走った。

「行けェ!!」

　ただの一撃で、事は足りた。

　敵旗艦の横腹を、『ギュローメ』の高密度合金の衝角は一撃で粉ふん砕さいした。装甲がボール紙のように破られ、敵艦はほとんど、『く』の字に折れた。

　それすらも、一瞬であった。

『ギュローメ』は敵艦を真っ二つに突き破り、突き抜けた。敵旗艦のいた空間には、巨大な火球が広がるばかりである。

「やったぜ!!」

「おう！」

　意気上がる、初戦果だ。

　だが当然ながら、『ギュローメ』にも損害は出る。元来が衝角戦というものは、敵艦と刺し違え覚悟の、言わば非常戦法なのである。

「今のでこっちもあちこち、装甲や構造材に撓たわみが出ましたぜ！」

　と各部の報告を纏まとめながら、セザン。

「もう衝角戦は無理でやす!!」

「わかってるわよ！」

　とキサラ。

「今みたいなのを、そう何度もやる気はないわ!!」

「まったく──」

　と、冷汗を拭ぬぐいながら、ラルゴ。
















「お嬢もヒヤヒヤさせてくれるぜ。海賊の俺がだよ、な、シゲチヨ……」

　傍かたわらを見る。シゲチヨは泡を噴ふいて足元に転がっていた。

「おめえも苦労するな、シゲチヨ」

　頭を搔かきながら、ラルゴは優しく言った。

「だがよ、苦労の甲斐はあると思うぜ」

「ちぇっ、またあたしの見せ場で、気を失ったのか」

　露ろ骨こつに舌打ちする、キサラ。

「まったく苦労のさせ甲斐のない、相棒だわ……」

「強く生きろ……」

　涙をうるうるさせながら、ラルゴはシゲチヨを見た。

「今にきっと、いいことがある……と、いいなあ」

「敵が陣型を絞りました！」

　と、オペレーター。

「一直線です!!」

　旗艦を倒して強行突破したことで、勢いよく逃げる『ギュローメ』を、敵が一列で追う形になった訳だ。

「駄目だ!!」

　操そう舵だ手が悲鳴を上げた。

「今のであちこちガタが出て、スピードが上がらねえ！」

「逃げ切れねえぞ!!」

「馬鹿！」

　叫んだのは、またしてもキサラである。

「誰が逃げるですって！　チャンスよ。回頭百八十度!!」

　一直線になって追って来る敵に対し、向き直る。

「さあ、いらっしゃい。オホホホホ……」

　笑うキサラ。

「まとめて相手して、差し上げるわ！」

「う～ん、末恐ろしい……」

　とラルゴ。

「こりゃ、シゲチヨならずとも一生付いていくだけの価値はあるかな？」

「主砲斉射用意!!」

　命ずるキサラに、

「駄目です！」

　と、砲手の悲鳴。

「さっきの衝角戦でエネルギー伝導パイプを損傷しやした！　主砲は使用不能ですぜ!!」

「じゃあ光子魚雷を──」

「光子魚雷も、使用不能！」

　宙ちゆう雷らい長ちようの絶叫。

「じゃ、ミサイルでいい!!」

「ミサイルも、使用不能なんで……」

「じゃ──」

　と、キサラ。

「どうすれば、いいの!?」

　既に敵は、目の前である。

「キサラ！」

　と、目を覚ましたシゲチヨ。

「これを使おう!!」

　その右手には、ヒラガーから貰った秘密兵器の鍵が──。

「今こそ、これを使う時だ！」

　ブリッジにある鍵穴に、鍵を差し込み、回した。

「おおっ!!」

『ギュローメ』のブリッジにあるパネルというパネルが、不思議な輝きに満ちた。

「じぇ、ジェネレーター出力が、勝手にどんどん上がってます！」

　と機関長。

「エネルギーが、艦首に集まってます!!」

　と砲手。

「こりゃ、どんな破壊力になるか、想像も──」

「光の矢だ！」

　と、シゲチヨは言った。

『光ノ矢、発射準備完了……』

　と、機械の声が言った。

『照準固定！　ぱすわーどヲ、ドウゾ！』

「来た……」

　と、何故か冷汗をかくシゲチヨ。

「これが恥ずかしいんだ、結構……」

「パスワードって、なんだ？」

　と、シゲチヨを小突くキサラ。

「さっさと教えなさいよ。もう時間がないわ！」

「じゃあ……」

　意を決して、シゲチヨは言った。

「キサラ、ラルゴ親分……ちょっと耳を貸して」

「こうか？」

　ゴニョゴニョと、囁ささやく。

「え～っ!?」

　目を剝むくキサラ。

「マジかよ！」

「なるほど……確かにこれはちょっと恥ずいな」

「でも仕方がないよ」

　と、シゲチヨ。

「僕たち三人の声せい紋もんに合わせて、光の矢のセーフティロックが解除されるように、ヒラガー技術中将はセットしたんだ。三人がそれぞれのパスワードを喋しやべらないと、発射できない」

「いかにも──」

　と、キサラ。

「あのヒラガーが、考えそうなことだよな」

「しかし、躊躇ためらっている余裕はねえ」

　喉を鳴らしながら、ラルゴは言った。

「やろうぜ。カラオケでも歌っていると思えば、いいじゃねえか……」

「そうね」

　と、キサラ。

「吹き出さないでよ」

「わかってる」

『ぱすわーどヲ、ドウゾ！』

　機械がせっつく。

「わかってるわよ！　機械の分際で、五う月る蠅さいわねえ！」

「いくよ！」

　コホンと咳払いをして、シゲチヨ。

「覚悟は、いいね！」

『ぱすわーどヲ、ドウゾ！』

「ゆ……ゆ……」

　シゲチヨは一瞬躊ちゆう躇ちよしたが、思い切って叫んだ。

「友情よ！」

　自分の責務を果たし、ラルゴに目配せする。

「努力よ!!」

　もうどうにでもなれという表情で、ラルゴが叫んだ。自や棄けであった。

　最後は、キサラの番だ。

「勝利よ！」

『ぱすわーど、確認。声紋、確認……』

　コンピューターが、言った。

『せーふてぃろっくハ、解除サレマシタ』

「システムの一考を願うぜ」

　と、ラルゴ。

「ま、ちょっとは気持ちよかったがな。童心に返ったようで──」

「こうなりゃ、とことんやってやるわ!!」

　キレてしまったキサラが叫ぶ。

「友情と努力と、勝利の名において、今必殺の、光の矢──」

『ギュローメ』の艦首が、光り輝く。

「ホーリィ・バッシャー・アロー!!　スーパーシュートォ!!」

　ビシャアアアアッ

　空間が、一瞬歪ゆがんだ。

　眩まばゆい光の矢が、殺到する敵艦隊を串くし刺ざしにして、走り抜ける。

　一瞬遅れて──、

　四十隻の艦隊は、光と同化して、消えた。

　文字通り、光子の粒に、還かえってしまったのである。派手な爆発もなく、物質を純粋な光に変換してしまう武器、それが『光の矢』であった。ヒラガー苦心の作である。もっとも彼に言わせると、『光の矢』自体は、

「屁へでもなかった」

　ということになる。苦労が滲にじみ出ているのは、パスワードだ。だが、これは彼の意気込みとは裏腹に、極めて不評であった。無理もない。

「す、凄え……」

　ラルゴが唸うなった。

「これがありゃ、宇宙が手に入るぜ！　マジで──」

「ええ。ヒラガー中将なら、できるでしょうね」

　とシゲチヨ。

「何故そうしねえ？」

　理由は単純明快である。

「あの人にとっては宇宙を征服するよりも、自分の部屋で研究に没頭している方が楽しいからです」

「気が知れねェ……」

「まず、緒戦は突破したって訳だ……」

　ふうと一息つきながら、キサラ。

「それにしてもシゲチヨよ」

「は、はい……」

「こんな凄い武器を託たくされながら、あたしに一言も言わなかったな！　その罪万死に、値する！」

　猛烈な往復の蹴りが、シゲチヨの顔面を左右した。

「ぶぶぶぶぶ……」

　鼻血を飛ばしながら、シゲチヨ。

「ご、ごめんなさあい！　もうしません!!　もうしませえんってばあ!!」

「合がつ掌しよう……」

　ラルゴはシゲチヨの未来のために、掌を合わせた。




「あれだけの艦隊が、一瞬にして全滅とはな──」

　山荘のモニターで一部始終を見ていたクム・ビクは、さほどの衝撃も受けてはいないかのように見えた。ある程度、この結果を予測していたのであろうか。

「さすがにあのタイラーの、娘といったところかな。四十隻程度では、やはり役不足だったようだ……」

「ではいよいよ──」

　王女の傍かたわらに畏かしこまっていた殺し屋ドナ・レムが言った。

「次は私の、出番という訳ですわね……」

「ああ。これ以上私を失望させるなよ、ドナ・レム」

　と、振り返りもせずにクム・ビク。

「前の二人は、見掛け倒しだったからな」

「私は、やり方からして根本的に、連中とは違います。もっと確実に、クム・ナン王女の首を、取って御覧に入れますわ」

「そうしてくれ」

「そのために──」

　ドナ・レムは言った。

「任にん務む遂すい行こうを確実なものとするために、陛下の『お顔』を拝はい借しやくしとうございます。お赦ゆるしを……」

「こんな顔でよければ、存分に使うがよい」

　そう言って、初めてドナ・レムを見た。

「これでよいか？」

「充分でござります……」

　そう言って立ち上がった時にはもう、ドナ・レムの顔は、さっきまでのドナ・レムのものではなかった。

「いかが？」

「見事なものだな……」

　と、クム・ビク。

「鏡を見ているようだ。一目見ただけで、相手の顔を瞬時にして写し取ってしまうそちの能力、高く評価しているぞ。これからも、クム・ナンめを葬り去った後も、余の役に立ってくれような？」

「御意……」

　もう一人のクム・ビクは、畏まって頷うなずいた。

「では、行って参ります！」

　その挙きよ動どうは、部屋を一歩出た瞬間から、まったくもってクム・ビク王女そのものとなった。

　擦すれ違った廷てい臣しんたちが、思わずその姿に跪いたそのことが、何よりも雄弁にそれを裏付けていた。

「会見の用意を致せ！」

　と、偽のクム・ビクは、畏まる臣下たちに、女王そのままの口調で命じた。

「クム・ナンに会うてやるぞ！　余直々の申し出を、よもやあやつめは、断ったりはすまいな。ふふふ……」










　第二十一章　ハルミII




「これは罠よ！」

　と、キサラ。

「どう考えたって、あからさまな罠じゃない!!　行っては駄目よ、クム・ナン……」

「わかっています」

　と、いつも通り淡たん々たんとした静かな口調で、クム・ナンは言った。

「いくら私でも、それくらいはね。ですが、あの姉上がわざわざ二人だけの会見を申し入れてきた。これは姉上としては、最大限の譲歩だと思います。これを受けない訳にもいかないでしょう」

「で、みすみす殺されちゃうわけ？」

　キサラが突っ込む。

「クム・ビク王女は、一対一と見せかけて、絶対に伏ふく兵へいを忍ばせているわよ。あなたが一人になった瞬間が、相手の思うツボじゃない!!」

「まあそれくらいは、やりかねないでしょう……」

　あくまで冷静なクム・ナン。

「あの姉上ならね……」

「そこまでわかっていて、何故!?」

「私が姉に、負い目があるから──」

　クム・ナンの言葉は、キサラには意外だった。

「負い目!?」

「はい」

　頷うなずく。

「聖人の鑑かがみのようなあなたが、あの残ざん虐ぎやく非ひ道どうのクム・ビク王女に対して、どんな負い目があるっていうの!?」

「私的なものです」

　と、クム・ナン。

「極めて私的なね。亡き父王は、私一人を可愛がり、あの人には一片の愛情も注ぐことはなかった。自分ばかり大切にされ、なおかつ幼い頃から自分こそ後継者として甘やかされてきた、その負い目でしょうかね……」

「だからって、殺されるとわかっている場所に、赴おもむくことはないわ……」

　とキサラ。彼女も相当に頑がん固こであった。

「話があるなら、向こうから来るのが筋ってものじゃない。そうよ！」

　その自分の言葉が、思いの外、気に入ったらしい。

「クム・ビクに一人で、この『ギュローメ』に来させましょう!!」

「んな、無茶な！」

　思わず叫ぶ、ラルゴ。

「クム・ビクだって馬鹿じゃねえや。それどころか、ああいう性格の常で、必要以上に用心深いはずだ。たった一人で、殺されるかもわからぬ敵の艦ふねに来る訳がねえ!!」

「あたしたちがクム・ビクを、殺すはずがないじゃない!?」

　と、キサラ。

「たとえ相手がどんなに冷血の人にん非ぴ人にんでも、あたしたちがそんな……。それじゃクム・ビクと同じになっちゃうわ！」

「しかしな……」

「それは、案外いい考えかも知れませんよ」

　クム・ナンが言った。

「申し出てみるだけの価値はあるかも……」

「クム・ナン。おめえまで──」

　呆あきれ果てる現実主義者のラルゴ。

「ったく、どいつもこいつも、おめでてえな！」

「ねえ」

　と、シゲチヨが言った。

「僕もキサラやクム・ナンの意見に賛成だな」

「三対一か……」

「ダメもとで、言ってみようよ」

「笑い飛ばされるのが、オチじゃねえか？」

「笑い飛ばされるくらい、屁へでもないじゃん」

　とキサラ。

「こっちに実害は、なにひとつないんだから──」

「それもそうだな」

　頷うなずくラルゴ。

「言ってみるか。呆れ果てたクム・ビクの顔を見るのも、一興だろうぜ」

「決まり！」

　シゲチヨが親指を立てる。

　どうせ駄目だろうと、心の中では誰もが思っていた。が──、

　意外にも、一人だけで『ギュローメ』に来いという、あまりにも虫のいい申し出を、クム・ビク王女は、受けた。




「本当に、一人で来るのか？」

　惑星ケルテの衛星軌道上に『停泊』した『ギュローメ』に接近して来る連絡艇を実際目まの当たりにしても、ラルゴは半信半疑であった。

「独裁者が、本当に一人で？」

「連絡艇を走査スキヤンしやしたが……」

　と、ブリッジオペレーターが言った。

「本当に、一人しか乗っていません。連絡艇自体にも、爆破物の類いは積んでいない様子です……」

「信じられねえな」

　首を傾げる。

「あとは、本当にクム・ビク本人かという問題が残っているがな……」

「接せつ舷げんします！」

　オペレーターの声。

「モニターを……」

　モニタースクリーンに、搭乗者の顔がアップになる。

『クム・ナン……』

　と、その若いケルテ人が言った。女性の時期にあるが、確かに美人だ。しかもクム・ナンに実によく似ている。眼光は遥はるかに鋭く、容よう貌ぼうそのものも剃刀かみそりのように研ぎ澄まされていた。男性の時期を迎えても、美形であるに違いない。

『約束通り、わざわざ余の方から出向いてやったぞ。この無ぶ粋すいなエアロックを解除してくれ。それにしても、汚い艦ふねだな……』

　世が世なら、一生海賊船などに足を踏み入れることのない王女である。

「間違いありません」

　と、クム・ナンが頷いた。

「あれは確かに、姉上です。あの高たか飛び車しやな物言いといい、棘とげのある口調といい、間違いない……」

　そう言いつつも、何とも懐かしい表情のクム・ナンなのであった。愛憎半ばする、といったところか。

「武器反応、ありやせん」

　とオペレーター。

「エアロックを開けますか？」

「開けて」

　とキサラ。

「いよいよお出ましね……」

「姉上……」

「ねえ？」

　とシゲチヨがクム・ナンの肩にそっと手をやった。

「お姉さん、連絡艇の操縦なんかできたの？」

「さあ……」

　と、クム・ナンの返事は曖あい昧まいだった。

「それは知りません。しかし、私は銀河標準時間にして六年もの間、故郷のケルテを離れていたのです。その間にあの御気性の姉上が宇宙船の操縦を覚えたとしても、何の不思議もありません。父は、姉に関してはほとんど放任していましたからね」

「クム・ナンは？」

「私はエアカーにも、乗せてもらえませんでした。正当な世継ぎに、万が一のことがあってはいけないからと──」

「は～っ……」

　と、キサラのため息。

「クム・ビクがグレちゃうのも、わかるような気がするな。大事にされるのも、考えものよね……」

「まったく」

　頷くラルゴ。

「さて、王女様には会議室に入っていただくか……」

　この『ギュローメ』では最もマシな、『物置』である。

「クム・ナン王女も準備を──」

「はい……」

「何が起きるか、予断を許さねえ。こんなに胃が痛くなるなんざ、初めてだ」

　図ず太ぶといことでは人後に落ちない海賊ラルゴでさえ、こうなのである。

「こんな想いは、もう御免だぜ。できればこれっきりに、してもらいてえな」

「安心してください」

　と、クム・ナン。

「私もそのつもりです」

「本当だろうな？」

「誓って──」

「来たよ」

　と、モニターを見ながら、シゲチヨ。

「確かに似ているな、クム・ナンと……」

「どこが!?」

　と、キサラ。

「外見はともかく、中身は似ても似つかないわ！　クム・ナンにあんな非道な真似ができると思って!?」

「いや……」

　と、当のクム・ナンが否定した。

「私だって、姉上の立場に置かれたら……。それに幼い頃は、本当によく似た、仲のよい兄弟姉妹だったのです。父上が、姉上に対してあれほど冷淡でなければと──」

「要するに、パッ・クム王が悪いのね」

「ケルテ人にありがちな、感情の起伏の激しい方でしたからね……。私にだけは、常に優しかったのですが、姉上には──」

「同情はしないわよ」

　とキサラ。

「断じてね……」

「とにかく──」

　ラルゴが言った。

「相手が王女殿下ともなれば、それなりのもてなしをせねばなるめえ。お茶をお出ししろ」

「へい……」

　会議室に通されたクム・ビク王女に、給湯ロボットが茶を差し出した。

『無粋なもてなしだな』

　と、モニター越しにこちらを睨にらむ、クム・ビク。

『仮にもこれが、わざわざ来てやった余に対する挨あい拶さつか!?』

「勘弁してください、殿下」

　と、艦を代表してラルゴが詫わびた。

『陛下と呼びなさい！』

　そう言って、カップを取り上げる。

「おや……？」

　クム・ナンの瞳に一瞬当惑の色が浮かんだ。

「姉上……いつから……」

『不味い茶ね！』

　憮ぶ然ぜんとして、クム・ビク。

『早く来なさいよ、クム・ナン』

「しかし、あの口調と声は、確かに姉上……」

　疑惑の色も、すぐに確信に取って代わられた。

「では──」

　頷いて、クム・ナンは覚悟を決めた。

「参りましょう」




「おまえに何の権利がある？」

　六年ぶりに逢う妹の顔を一目見るなり、開口一番クム・ビクは言った。

「故郷を捨てて仏門に入ったおまえごときに、今さらどうこう言われる筋合はないよ」

「確かに私も、そう思います……」

　二人きりの部屋で、俯いたままクム・ナンは言った。

「ですが姉上は、やりすぎです……。やりすぎました……」

「それがどうした!?」

　とクム・ビク。

「ケルテは、余の物だ！」

「違います……」

　とクム・ナン。

「たとえ王でも、そんな権利はどこにもない」

「言うようになったね、ナン」

　鼻で笑いつつ、クム・ビクは言った。

「あの甘ちゃんの、世間知らずがねえ……。修行もそれなりに、効果があったと言うべきかしら？」

「私は玉座などに、未練はありません……」

「噓をお言い！」

「本当です!!」

　思わず強い語気になるが、それも一瞬である。すぐに元のクム・ナンに戻って、

「姉上が、信じてくれなくとも──」

「信じられるもんですか」

「──ったく……」

　その一部始終をブリッジのモニターで見ながら、キサラが呟つぶやく。

「いちいちムカつくなあ！　あのタカビー女!!」

「同感」

　とラルゴ。

「若い女は概おおむね好きな俺だが、ああいうのだけは御免だぜ」

「へええ、そう」

　意外そうにキサラ。

「あたしはてっきり、女なら誰でもいいのかと思ってた」

「冗談じゃねえ」

　と、ラルゴ。

「女に必要なのはまず、思わず護ってやりたくなるような優しさよ！　なのに何故か、俺の周りにゃ論外なのばっかりしか居着きやがらねえ！」

「誰が……」

　いきなり巨漢のラルゴを蹴倒し、踏み付けるキサラ。

「論外だって？」

「すみません……」

「身の程を知れ！」

　と、キサラ。

「身の程を知れ！」

　と、クム・ビク。

「おまえが余に説教できる立場か!?」

「いいえ──」

　反はん駁ばくするクム・ナン。

「敢あえて言わせて、いただきます。姉上──」

　指を、突き付けた。

「あなたは間違っています！　どうかお願いです。これ以上の愚行は、やめていただきたい!!」

「無礼者！」

　クム・ビクの一いつ喝かつ。王者としての品も格もないが、確かに威い厳げんだけはあった。

「おまえは少しも変わらぬな、クム・ナン……」

「姉上……」

「ルクサーに行って少しは変わったかと思ったが、余の買い被りであったようじゃ。自分一人がいい子ぶるところは、昔と少しも変わってはおらぬ。昔から、おまえはそうだった。余はおまえのそんなところが、鼻持ちならぬほど嫌いであったのじゃ」

「それとこれとは──」

「関係ないとは、言わせぬ」

　クム・ビクは妹を睨にらんだ。

「余の振る舞いは、言わばおまえへの、当て付けなのじゃ」

「姉上……」

　クム・ナンの両眼から、涙が溢あふれた。

「そこまで愚かとは──。くくく……」

　慟どう哭こくしていた。

「どちらが愚かじゃ！」

　と、クム・ビク。

「甘いな。余と一対一になるとは、やはり甘い……」

　その双そう眸ぼうが、異様な輝きを放った。

　と、見えた瞬間──、

「死ねっ！」

　と、その右手が、クム・ナンの喉に向けて、水平に突き出された。

　それと同時に、右手の爪が十センチばかりも伸びた。右手に仕込まれた、バイオ兵器のカッタークローである。脳からの命令で、瞬時に伸びて、鋼鉄をも切り裂く。金属反応もない。まことに暗殺向きの、武器であった。

　が──、

　その必殺の爪は、クム・ナンには届かなかった。

　テーブルの下から現われた人影が、がっちりとその腕を、受け止めたからだ。

「クム・ナン様！」

　と、その人影が叫んだ。
















「お逃げください!!」

　ハルミIIであった。

「卑ひ怯きような！」

　クム・ビクが叫んだ。

「約束が違うぞ!!」

「どちらが卑怯ですか!!」

　さすがに温厚なクム・ナンも激げつ昂こうする。

「ちゃんと姉上本人に、来て欲しかった……。そうすればわだかまりも、いくらかは溶けたのに──」

「ふっ」

　ハルミIIに腕を抱え込まれたまま、贋にせクム・ビクは嗤わらう。

「どこまでも甘いのだな。しかし余が贋者と、どうしてわかった？」

「姉上は、左利きです」

　そう言って、自分の左手首を握ってみせるクム・ナン。

「カップを持つ手で、わかりました。ケルテには古来、『鏡』とよばれる暗殺教団があったと聞いています。どんな者にも、鏡のようになりおおせる。あなたもその『鏡』の一員ですね？」

「いかにも──！」

　と、正体のバレた贋クム・ビク──ドナ・レム──は言った。

「しかし、鏡は所しよ詮せん鏡……」

　と、クム・ナン。

「鏡に映った像は、左右逆……。だからハルミさんに頼んで、テーブルの下に隠れておいて貰ったのです。本当なら私も、こんな真似はしたくはなかった……」

「どこまでも、いい子ぶるのだな」

　ハルミIIに腕を捻ひねられながら、ドナ・レム。

「では最後までいい子のままで、死ね！」

　極きめられた関節を、ドナ・レムは自分から外した。

「あっ！」

「『鏡』の刺客を、舐なめないでもらおう!!」

　ドナ・レムが口を窄すぼめた。その口から含み針が、クム・ナンめがけて飛んだ。

「王女──！」

　だがハルミの手は、その何百分の一秒、早かった。咄とつ嗟さに差し出した掌を、針が貫く。

「ほう……」

　感心したように、ドナ・レムが唸うなった。

「今のを喰らって平気なところを見ると、おまえ人間じゃないね。人間なら即死するほどの猛毒だよ」

「人造人間を舐めないでいただきたいですわ」

　掌の毒針を抜きながら、ハルミII。僅かに顔をしかめた。

「それでも痛みは、感じますけど……」

「面白い！」

　標的であるクム・ナンそっちのけで、ドナ・レムはこの対決に燃えた。

「どっちが勝つかな!!」

「いけない、ハルミさん！」

　アンドロイドの身を案じ、クム・ナンは叫んだ。

「そいつは──」

「大丈夫です」

　と、微笑むハルミ。

「暗殺者のことが何よりもわかるのは、暗殺者です。私ももとを正せば、暗殺用アンドロイドですもの!!」

「遠慮しないわよ」

　自ら外した関節を、再びコキンと嵌め込んで、ドナ・レム。

「あたしの爪は、ちょっと痛いよ」

　両手から、シャキンとカッタークローが伸びた。

「覚悟──!!」

　必殺の一撃を、ハルミIIは間一髪で──、

　避けなかった。

　右手のクローが、ハルミIIの頸動脈の辺りに、ずぶっと突き刺さった。

「ハルミさん!!」

　目を剝むくクム・ナン。

「な──!?」

　しかしそれ以上に驚きよう愕がくしたのは、ドナ・レムの方であった。

「貴様……わざと……」

「はい」

　ニコッと微笑んで、ハルミの水平に払われた手しゆ刀とうは、

　ゴキッ

　と、ただの一撃でドナ・レムの頸椎を、叩き折っていた。

「ぐは──」

　ドナ・レムは、右手指の爪をハルミIIの首筋に残したまま、翻筋斗打もんどりうって床に転がった。夥おびただしい血を吐く。

「馬鹿な……私の勝ち……だった……」

　驚愕のまま、天井を見上げる。

「人間ならね」

　と、氷の微笑みを浮かべるハルミII。

「人造人間を舐めないでちょうだい」

「グロスで……十万馬力は……あったかな……」

　ふっと微笑むドナ・レム。

「十三万五千馬力よ」

　とハルミII。

「不運だったわね」

「ハルミさん！」

　血相を変えて、キサラとシゲチヨが飛び込んで来たのは、その瞬間であった。

「怪我は!?」

「はい。大怪我です……」

　首筋から血のように潤滑剤を滴らせながら、ハルミIIは微笑んだ。刺さった爪が、スパークしている。

「人間だったら、致命傷だったでしょうね。でも、私は平気です。パーツさえ取り換えれば大丈夫だし、いざとなったら設計図からハルミ[image: ]を造ればいいだけの話ですわ」

　ボイス機能をやられたらしく、いくらか嗄かれた声でハルミIIは微笑んだ。

「でも、高いんでしょう？」

　とシゲチヨ。

「二十年前に先代が、ラアルゴンの手によって造られた当時で、六千万ゴザマルクしたそうです。私は二十八兆ギガタイラス、プラス付加価値税が十一兆二千億ギガタイラスです」

「ほとんど……」

　と、あまりなことに呆然となったクム・ナンが言った。

「ケルテの国家予算ですね。私の命に、それだけの価値があるとは──」

「あるのよ！」

　キサラが叫ぶ。

「あなたには、それだけの価値があるの！　いえ、それどころか……」

「キサラ……」

「クム・ナンだけじゃない。ハルミさんにだって……。命に差はないはずよ。パパに頼んで、ハルミさんのパーツを送らせるわ。何度でも、修理してあげる！」

「キサラさん……」

　ハルミの両目に、潤滑剤が溢れた。

「ともかく、無事でよかった」

　とシゲチヨ。

「ふふふ……」

　床に倒れたまま、ドナ・レムが嗤わらう。

「何がよかっただ……」

「しぶとい……」

　思わず呟つぶやく、キサラ。

「おまえらは……取り返しのつかないことを……した……」

「何──!?」

「私はクム・ビク王女として……ここに……来た、のだぞ。たった一人で……」

「あっ!!」

　クム・ナンが思わず叫んだ。

「そうだった……」

「その私を……貴様らは……惨ざん殺さつした……。どこに説得力がある……」

「そこまで見越して……」

　と、ハルミII。

「すみません……迂う闊かつでした」

「これで……」

　天井を仰いで、ドナ・レムはくわっと目を見開いた。

「クム・ナンの……神話も、崩壊だ。おまえは……失……墜……」

　がくっとのけぞる、クム・ビク。

「申し訳ありません。私としたことが……」

　うなだれるハルミIIに、

「あなたのせいでは、ありません」

　きっぱりと、クム・ナン。

「私の方こそ、迂闊でした。姉上がそこまで企たくらんでいたとも知らずに。私が自ら招いた失敗です」

　唇を嚙かむ。

「しかし、人造人間の私が……」

「人造人間だって、たまには間違いもするわ」

　と、キサラ。

「あなたはよくやったわ、ハルミさん。クム・ナンを殺されていたら、それこそ取り返しがつかなかったでしょうね。それに、失敗するのはあなたがそれだけ、人間だからよ」

「キサラさん……」

　と、ハルミ。

「あなたは優しいのですね……」

「そ、それほどでも……」

　照れるキサラ。

「しかし──」

　と、クム・ナン。

「これで前途は、多難になりましたね。行き掛かりとはいえ『姉上』を『暗殺』してしまった私を、ケルテの民は許さないでしょう」

「…………」

　一同は顔を見合わせて、途方に暮れるのだった。

　キサラにとっても、初めての『試練』らしい試練であった。










　エピローグ　しんじてる




「なんか、ちょっと面倒なことになったなあ……」

　と、専用宇宙艇『木登り男爵』号のコックピットで、ジャスティ・ウエキ・タイラーは呟くように言った。

「贋にせ者とは言え、クム・ビクを殺してしまったのは失敗だった。これで、堂々とケルテの解放者を名乗る訳にはいかなくなったぞ」

「まったくそうですね」

　と、操縦席のハロルド・カトリ。

「まずいです……」

「でもまあ……」

　と、タイラーは案外飄ひよう々ひようとしている。少なくともカトリの目には、いつもと変わらぬタイラーに映った。

「キサラなら、なんとかするだろう。するんじゃないかな……」

「信じていらっしゃるんですね」

　と、カトリ。

「お嬢さんを──」

「ま、僕の子だ。教えるべきことも、教えておいた。今さらジタバタしたところで、始まらんさ。キサラだって親父には、堂々と構えていてもらいたいだろ。取り乱されでもしたら、それこそ迷惑だろうから……。僕が堂々としていれば、キサラだって安心して、無茶がやれるというものだ」

「閣下はキサラさんに、どのような教育を？」

　興きよう味み津しん々しん、尋ねてみる。

「遅まきながら、参考にしたいです」

「大したことじゃないんだ」

　五十を控えたタイラーが、頭を搔かきかき述じゆつ懐かいする。

「ただ、心に垣根を造らないようにした」

「垣根？」

「人間の可能性には、限界はない。ただ、心にはある。心が限界を決めてしまう。可能性の芽を摘んでしまうのは、いつだって心だ」

「と、言われましても……」

　漠ばく然ぜんとし過ぎていた。

「自分には、何のことやら──」

「何かをやる段になって……」

　と、タイラーは言った。

「そんなこと、自分にはとてもできないと思ってしまうことが、心の限界だ。心の限界は、人間の行動を規制してしまうんだ。誰でもない、自分の心がね」

「閣下……」

「人生はとても短いのに、時として退屈してしまうのは、そこに原因がある。心が自分を縛るから、行動がパターン化してしまい、同じところを行ったり来たりの毎日になり、殻からを破れない。そうこうしているうちに、一生なんてあっという間に終わってしまう……」

「確かに──」

「だが、心の垣根を取っ払ってしまえば、出来るんだよ、何でもね。いつだって──。この歳では何もできないと思ってしまう、自分の心に負けてはいけないんだ。ま、わかっちゃいるけど、なかなか殻は破れないものだけどね……」

「確かに……」

　身につまされる、カトリなのであろう。

「だから僕はキサラには、ただ心に自分で垣根を造ってしまわないよう、それだけを考慮した教育を施してある」

「具体的には、どのような？」

「キサラが何かをやりたいと自分から言い出した時──」

　と、タイラーは言った。

「決して僕の方からは『そりゃ無理だ』とは言わないように、それだけを気を付けてきたんだ。それだけを──」

「耳が痛いです……」

　と、カトリ。

「僕は自分の子供の可能性の芽を、自分で摘み取るような教育をやらかしてしまった……。とは言え、並の親に出来ることじゃない」

「そうだろうね」

　と、タイラー。

「それに、身の程知らずに不可能はないと言ったって、それで潰れてしまう子供だって多いと思うよ。ま、そういう子供や、心に垣根を持った子供が大部分だからこそ、そうでない者が引き立つ。後はもう、自分の子供の器を信じて、祈るしかないねえ……」

「閣下は、キサラさんを──」

「うん、信じてる」

　と、微笑みつつジャスティ・ウエキ・タイラーは言った。

「それと、シゲチヨ君もね……」




「こうなったら──」

　ビクトリー・キサラ・タイラーは覚悟を決めた。

「ケルテのどこかに潜ひそんだままふんぞり返っている、クム・ビクの奴を燻いぶり出すわよ」

「殺されたのが贋にせ者ってことを、ケルテの民衆に証明してみせるってこったな」

　ラルゴが言った。

「確かに、それしかなかろう……」

「しかしあの用心深い姉上が──」

　クム・ナンが言った。

「あるさ」

　とキサラ。
















「手はある。こっちには豊富な人材が、揃そろってるんだ」

「そうだね」

　頷うなずくシゲチヨ。

「キサラ、ラルゴ親分、クム・ナン、それにハルミさんだ」

「一人忘れてるぞ」

　と、キサラが言った。

「自分を勘定に入れろ、シゲチヨ」

「え？」

　シゲチヨは、目を丸くした。

「ぼく？」

　意外だった。キサラに評価されていようとは──。

「僕が!?」

「たりめ～だ」

　と、キサラ。

「他に誰がいる」

「そ、そんなに僕のことを、キサラは……」

「ええ。評価してるわよ」

　頷いて、言う。

「敵をおびき出すのに、これ以上はない、捨て駒としてね。何しろ他の逸材とは違って、惜し気もなく使い捨てられるのが、いいよね」

「ひ～ん」

　さめざめと泣く、シゲチヨであった。

　それはさておき、宇宙は熱い──！










　特集　がんばれ！　シゲチヨくん




「『宇宙一の無責任男』シリーズのラストで、ある程度こうなることは予測していましたが、まさかここまでやるとは想像していませんでした。吉岡先生、あんまりシゲチヨくんをいじめないでください」（群馬県　Ｒ・Ｓさん）

　だからぁ、いじめているのは僕じゃなくって、キサラなんだってばあ（しらじら……）。




「まだ生なま温ぬるい。もっとネチネチと、いじめてやってください。だってシゲチヨくんは、いじめを『苛め』として、自覚していません。それに、いじめられればいじめられるほど、シゲチヨくんが愛しいんです！」（大田区　キサラの尻尾しつぽさん）

　いじめろと言われたり、いじめるなと言われたり、どうすればいいんでしょうか？




「シゲチヨくんは不幸過ぎます。でも吉岡先生、ここまでやったら、キサラが最後で取って付けたように改心するなんて、なしですからね！」（福岡県　Ｅ・Ｎさん）

　その心配は、ないと思います（笑）。そういう意味なら、シゲチヨは、最後の最後まで『不幸』です。




「ヤマモト家の人々の精神構造を見てみたい。だけど面白い！」（板橋区　Ｓ・Ｙくん）

　僕も書いてて面白い。でもいいんじゃないですか。本人が幸せなんですから。




「私もシゲチヨのような年下の彼氏が欲しいです」（埼玉県　ホーネッカー[image: ]さん）

　探してみてください。金の草鞋わらじを履いて……。




「シゲチヨはマゾですか？」（埼玉県　Ａ・Ｔさん）

　違います。でもそう言われても仕方がないでしょう。




「シゲチヨくんは幸せになれますよね？」（千葉県　Ｋ・Ｗさん）

　今でもじゅうぶん、幸せだと思うのですが……。




「タイラーがしゃしゃり出過ぎた」（中野区　Ｓ・Ｄくん）

　娘が心配なんですよ。君も親になれば、わかるかも……。




「ヤマモト（父）の復帰はありますか？」（福島県　パコパコ３号さん）

　あります。でも大事なトコには間に合わないでしょう（笑）。




「キサラは鬼ですか!?」（千葉県　コジロー大好き少女さん）

　鬼です（笑）。同時に菩ぼ薩さつでもあります。




「先生が考えていらっしゃる実写版のキャストを教えてください」（世田谷区桜新町　磯野キサラさん）

　キサラ＝内田有紀。シゲチヨ＝武田真治……というのだけは嫌だな。




「シゲチヨが実はキサラちゃん人形を隠し持っていて、夜中にこっそり針を刺しているという可能性はありますか？」（茨城県　Ｈ・Ｏくん）

　ありません。キサラがシゲチヨの隠し事に気付かないはずはないですから。




「ヒラガーは出ますか？」（広島県　Ａ・Ｍさん）

　出ました。




「娘の所行を見て見ぬフリをするなんて、ユリコも太え母親だ」（葛飾区　不倫しちゃえば？　レナンディくん）

　まったくそうです。でも、案外、気付いていないだけなのかも……。




「二巻を待っている間に、キサラの年を追い越してしまいました」（大阪府　Ｅ・Ｆさん）

　すみません。よくあることとはいえ。あなたが生きている間に、再び責任を持って、追い抜き返させますので、御勘弁を……。




「シゲチヨくんに明日はありますか？」（兵庫県　Ａ・Ｃさん）

　あります。枕を涙で濡らして、目覚めれた時が明日です（笑）。




「キサラとシゲチヨの、星座と血液型を教えてください」（静岡県　Ｓ・Ｓさん）

　キサラは絶対、獅子座のＢ型。シゲチヨはたぶん、山羊座のＡ型かＯ型。




「平田先生のイラストを見る限りでは、シゲチヨくんはヤマモトの息子と言うよりも、カトリの隠し子に見えるんですが……」（新宿区　Ｆ・Ｍさん）

　これこれ、これ以上シゲチヨくんを不幸にしたいのか？（笑）




「キサラに弱点はありますか？」（和歌山県　Ｙ・Ｔくん　同様多数）

　何かひとつくらいあってもおかしくないのでしょうが、それを他人の前、特にシゲチヨの前でキサラがおいそれと見せると思いますか？




「クム・ナンとキサラ、それにシゲチヨの三角関係はありますか？」（奈良県　Ｓ・Ｈさん）

　悪い本の読み過ぎだね。




「シゲチヨくんが、未来の大統領という可能性はどうですか？」（町田市　ＺIIくん）

　あります。しかしもっとずっと高いのは、人類初の女大統領の旦だん那なという可能性でしょう（笑）。




「アニメ化の可能性は？」（多数）

　ないとは言えない。しかしＰＴＡからクレームがきそうで怖い（笑）。テレビコードで毒気を抜かれたキサラなんぞ、見とうないぞ！




「頑張ってください」（少数）

　頑張ります！










無む責せき任にんキッズ③




燃もえてキサラ








吉よし岡おか　平ひとし
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